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主な内容
●平成２９年度 第１回由布市議会定例会 施政方針
●平成２９年度 由布市の予算をお知らせします
●由布市職員人事異動
４月は新たなスタートの時期。表紙は、希望に胸ふくらませる新１年生です。

さ
あ
、
始
ま
る
。

さ
あ
、
始
ま
る
。
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平
成
29
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

提
案
い
た
し
ま
し
た
議
案
な
ど
の
説
明
に
先
立
ち
ま
し

て
、
今
後
の
市
政
運
営
並
び
に
平
成
29
年
度
の
主
要
施

策
に
つ
い
て
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
昨
年
、
４
月
16
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
方
及
び
大
分

県
中
部
を
震
央
と
す
る
地
震
で
は
、
道
路
の
寸
断
や
水

道
施
設
の
破
損
、
農
地
の
崩
壊
、
そ
し
て
多
数
の
家
屋

の
損
壊
等
地
震
災
害
の
恐
怖
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
に
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
震
災
へ
の
対
応
に
際
し
ま
し
て
は
、
災
害
発

生
時
よ
り
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
議
員
各
位
、
関
係

者
の
方
々
な
ど
か
ら
絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
さ
ら

に
は
、
国
内
外
の
皆
様
か
ら
の
多
大
な
ご
支
援
賜
り
ま

し
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
と
り
の
ぞ
き
、

一
刻
も
早
く
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。

　
さ
て
、
平
成
29
年
度
は
、
予
算
編
成
の
基
本
方
針
と

く
り
協
議
会
」
の
モ
デ
ル
地
域
を
支
援
す
る
ほ
か
、
”み

ら
い
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業
“
で
は
、
平
成
29
年

１
月
末
か
ら
導
入
し
ま
し
た
新
た
な
「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
の
仕
組
み
に
対
応
す
る
取
り
組
み
を
拡
充
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
創
出
を
め
ざ
し

て
、
”地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
“
の
策
定
に
取
り
組

み
、
地
域
の
状
況
や
特
性
に
応
じ
た
計
画
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

　
⒉
一
人
ひ
と
り
の
力
を
活
か
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

二
つ
目
の
項
目
『
一
人
ひ
と
り
の
力
を
活
か
せ
る
ま

ち
づ
く
り
』 の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
実
現
の
た
め
の
福
祉
施
策

と
し
て
、
医
療
や
介
護
、
介
護
予
防
、
生
活
支
援
が
一

体
的
に
提
供
で
き
る
”介

護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

構
築
“や
”認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
“な
ど
を
推

進
す
る
ほ
か
、
い
き
い
き
と
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
”健

康
立
市
推
進
事
業
“
と

し
て
、
”健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
“や
介
護
予
防
効
果
の

高
い
”シ

ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
“
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
Ｂ
型
肝
炎
や
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
等
の
予
防
接
種
助

成
事
業
の
強
化
も
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
⒊
人
や
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

三
つ
目
の
項
目
『
人
や
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
』 

の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
庄
内
公
民
館
や
湯
布

院
公
民
館
を
中
心
と
し
た
複
合
施
設
の
建
設
な
ど
、
生

涯
学
習
推
進
や
湯
布
院
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
充
実
を

し
て
、
”震

災
か
ら
の
復
興
“
と
”新

た
な
る
創
生
“
を

掲
げ
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
方

創
生
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
第
二
次
由
布
市
総

合
計
画
の
重
点
戦
略
プ
ラ
ン
や
由
布
市
総
合
戦
略
に
基

づ
き
、
よ
り
効
果
の
高
い
事
業
に
積
極
的
か
つ
戦
略
的

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
交
付
税
の
段
階
的
縮
減
措
置
が
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
長
期
的
な
視
点
に
よ
り
、
基
金

残
高
や
地
方
債
残
高
な
ど
の
各
指
標
を
注
視
し
つ
つ
、

引
き
続
き
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

　

重
点
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熊
本
・
大
分
地
震
に

よ
る
公
共
施
設
や
観
光
面
等
に
お
け
る
被
害
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
復
興
支
援
策
と
し
て
「
一
億
円
」
の
特
別

予
算
を
計
上
し
、
元
気
な
由
布
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
震
災
前
の
賑
わ
い
を
早
期
に
取
戻
し
、
更
な
る
観

光
振
興
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
加
え
て
、
防
災
組
織
や
初
動
体
制
の
見
直
し
、
業
務
の

洗
い
出
し
を
行
う
な
ど
、
実
務
に
即
し
た
地
域
防
災
計
画

の
改
定
を
行
い
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
災

害
に
強
い
安
心
・
安
全
な
由
布
市
を
め
ざ
し
、
震
災
か
ら

の
復
興
に
ま
い
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
体
験
を
通
し
て
「
生
き
る

力
」
や
「
基
礎
学
力
」
の
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
由

布
市
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と

へ
の
愛
着
心
」
を
喚
起
す
る
た
め
、
”こ

ど
も
由
布
の

学
び
検
定
“
資
料
を
作
成
す
る
ほ
か
、
地
域
に
お
い
て

の
子
育
て
世
代
の
支
援
と
し
て
、
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
事
業
や
市
民
総
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
神
楽
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
文
化
の
継
承
活

動
な
ど
に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
⒋
経
済
の
循
環
か
ら
地
域
が
潤
う
ま
ち
づ
く
り

　

四
つ
目
の
項
目
『
経
済
の
循
環
か
ら
地
域
が
潤
う
ま

ち
づ
く
り
』 の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
分
野

で
は
、農
・
工
・
商
・
観
が
連
携
し
、
地
産
地
消
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
や
特

産
品
等
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、就
農
支

援
事
業
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
農
村
活
性
化

の
取
り
組
み
と
し
て
”都

市
農
村
交
流
推
進
事
業
“
を
進

め
、
市
独
自
の
農
泊
ス
タ
イ
ル
の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
⒌
豊
か
な
環
境
の
中
で
快
適
な
暮
ら
し
が
実
感
で

　
　
き
る
ま
ち
づ
く
り

　

五
つ
目
の
項
目
『
豊
か
な
環
境
の
中
で
快
適
な
暮
ら

し
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
』 

の
取
り
組
み
に
つ
き

ま
し
て
は
、
安
全
・
安
心
な
水
の
安
定
給
水
に
努
め
る

と
と
も
に
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路
の
建
設
や
定
住
に

向
け
た
住
環
境
の
充
実
に
向
け
、
過
疎
地
域
で
あ
る
庄

内
地
区
の
住
宅
用
地
を
確
保
す
る
た
め
”住

宅
地
調
査
研

究
事
業
“
な
ど
、
質
の
高
い
生
活
環
境
の
整
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　
⒍
地
域
を
知
り
、
表
現
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

最
後
に
、
六
つ
目
の
項
目
『
地
域
を
知
り
、
表
現
す

る
ま
ち
づ
く
り
』 

の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
由

布
市
の
持
つ
地
域
資
源
や
他
の
自
治
体
に
は
な
い
個
性

を
活
か
し
な
が
ら
、
戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
移
住
定
住
支
援
体
制
の
構
築
や
”Ｕ

Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
事
業
“
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

観
光
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
住
ん
で
良
し
、
訪
れ
て

良
し
の
「
滞
在
型
・
循
環
型
保
養
温
泉
地
」
と
し
て

の
情
報
発
信
拠
点
と
な
る
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、
観
光
情
報
の
一
元
化
を
め
ざ
す
”観

光
基
盤
整
備
事

業
“
を
推
進
し
、
来
訪
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
市
内

観
光
の
循
環
を
促
進
し
ま
す
。

　　

以
上
、
平
成
29
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
連
携
」
と
「
協
働
」
、
「
創

造
」
と
「
循
環
」
を
軸
と
し
て
、
様
々
な
場
面
で
効
果

的
な
連
携
体
制
を
構
築
し
な
が
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
『
地
域
自
治
を
大
切
に
し
た
住
み
良
さ
日
本

一
の
ま
ち
・
由
布
市
』
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
事

業
推
進
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
皆
様
の
、
市
政

に
対
し
ま
し
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

施
政
方
針

第
１
回
由
布
市
議
会
定
例
会

平成29年度

　
ま
た
、
少
子
化
や
人
口

減
少
が
進
み
、
家
庭
環
境
も

多
様
化
し
て
い
る
中
で
、
次
世
代
の

子
供
た
ち
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
創
造

し
ま
す
。
そ
の
た
め
の
き
め
細
や
か
な
子
育
て
支
援
と

い
た
し
ま
し
て
、
０
歳
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も

医
療
費
に
係
る
自
己
負
担
の
無
料
化
と
病
児
・
病
後
児

保
育
事
業
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
で
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
に
包
ま
れ
健
や
か
に
育
つ
ま
ち
づ
く
り

を
推
し
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
”新

た
な
る
創
生
“
と
し
て
「
地
域
創
生

枠
」
を
設
け
、
地
域
活
力
を
呼
び
戻
し
地
域
活
性
化
を

促
進
す
る
事
業
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
計
画
に
掲

げ
る
六
項
目
に
わ
た
る
”ま

ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
“
に

沿
っ
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
⒈
み
ん
な
で
進
め
る
！
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　

項
目
の
一
つ
目
『
み
ん
な
で
進
め
る
！
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
』 

の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
”地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
促
進
事
業
“
で
「
地
域
ま
ち
づ
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 問い合わせ◆財政課財政係（本庁舎） ☎097-582-1176（内線1256・1257）

会計別予算 平成２９年度予算 平成２8年度予算 増減率
一 般 会 計 179億　563万円 178億7,413万円 0.2％
特 別 会 計 101億9,339万円 102億4,389万円 △0.5％

国 民 健 康 保 険 49億4,382万円 50億4,683万円 △2.0％
介 護 保 険 41億6,159万円 39億2,659万円 6.0％
後 期 高 齢 者 医 療 ４億4,212万円 ４億2,898万円 3.1％
簡 易 水 道 事 業 ４億8,670万円 ６億7,451万円 △27.8％
農業集落排水事業 9,952万円 １億 112万円 △1.6％
健 康 温 泉 館 事 業 5,964万円 6,586万円 △9.4％

水 道 事 業 会 計 ９億7,736万円 10億3,166万円 △5.3％
う ち 収 益 的 支 出 ５億8,731万円 ６億2,385万円 △5.9％
う ち 資 本 的 支 出 ３億9,005万円 ４億 781万円 △4.4％

平
成
29
年
度

由
布
市
の
予
算
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

予算総額

※一般会計予算について　平成29年2月末人口35,017人で算出

平成29年度一般会計予算 平成29年度一般会計予算

　一般会計予算の歳入は、みらいふるさ
と基金の増加に伴い４億9,910万円の増
（12474.4％）、震災復興等に伴う繰入金
が１億6,972万円の増（26.4％）、市税が
5,216万円の増（1.4％）等に対し、国庫支
出金が３億3,000万円の減（13.0％）、県
支出金が2,543万円の減（4.3％）普通建設
事業費の減少に伴う市債が４億2,410万円
の減（18.1％）となっており、全体として
は3,150万円（0.2％）の増となっています。

【目的別】
　一般会計予算の歳出【目的別】は、災害復旧費が6,079
万円の増（1519.7％）、みらいふるさと基金積立による
増で諸支出金が１億8,181万円の増（1608.6％）、また公
債費が7,759万円の増（3.5％）となっています。これに対
し、臨時福祉給付金等の減により民生費が２億1,497万円
の減（3.8％）となり、庁舎建設事業の減等に伴い総務費
が１億3,684万円（4.7％）の減となっています。

歳入用語解説

市 税
皆さんに納めていただく市
民税、固定資産税、軽自動車
税、入湯税など

繰 入 金 主に基金（市の預金）の取り
崩し

地方交付税
地方ごとに生じる地方税の
収入の差を調整するために、
国から交付されるお金

国庫支出金
特定の事業に対して、国から
使いみちを指定して交付さ
れるお金

市 債
長い間利用される市の施設
をつくるときなどに、借り入
れるお金

県 支 出 金
特定の事業に対して、県から
使いみちを指定して交付さ
れるお金

地方譲与税 国から地方に使いみちは指
定せず配られるお金

各種交付金
利子割交付金、配当割交付
金、地方消費税交付金など国
から交付されるお金

歳出用語解説
民 生 費 生活保護や、児童・高齢者・障がい者な

どに対する社会福祉のための経費

総 務 費 庁舎などの管理、企画調整、地域活性化
のための経費

土 木 費 道路整備、住宅管理、都市計画などのた
めの経費

教 育 費 小中学校の運営や、生涯学習、スポーツ
振興のための経費

衛 生 費 医療費助成・健診などにかかる経費や、
ごみ処理・環境対策のための経費

農林水産業費 農林漁業の振興、農林道の整備などのた
めの経費

消 防 費 火災予防や消火活動、救急救助活動のた
めの経費

商 工 費 等 商工業や観光振興のための経費（議会費
や災害復旧費等を含めています）

歳出用語解説
人 件 費 職員の給料や委員報酬など人にかかる費

用

扶 助 費 児童手当、生活保護、医療費助成など、
主に福祉・保健・医療にかかる費用

普通建設事業費 学校施設建設や道路整備など主に工事に
関する費用

物 件 費 光熱水費や委託料など主に施設管理・行
政運営にかかる費用

公 債 費 過去の借入金の返済にかかる費用

補 助 費 等 各種団体などに対する助成にかかる経費

繰 出 金 一般会計から、特別会計などに支出する
経費

維持補修費等 施設等の維持・修繕にかかる経費

　
平
成
29
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
額
は
、
１
７
９
億
５
６
３
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
、
３
，
１
５
０
万
円
の
増
（
0.2
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
予
算
は
、
第
２
次
総
合
計
画
の
２
年
目
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
強
化
に
加
え
、

熊
本
・
大
分
地
震
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
第
２
次
総
合
計
画
で
は
「
み
ん
な
で
進
め
る
！

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
一
人
ひ
と
り
の
力
を
活
か
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
人
や
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
、

「
経
済
の
循
環
か
ら
地
域
が
潤
う
ま
ち
づ
く
り
」
、「
豊
か
な
環
境
の
中
で
快
適
な
暮
ら
し
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
、「
地
域
を
知
り
、
表
現
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
６
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

290億7,638万円

一般会計の、市民 1 人当たりの予算は 約51万円（※）になるよ。目的別の由布市の予算で
は、民生費や総務費、公
債費にかける割合が多い
んだね。

性質別を見てみると、人件
費や扶助費、普通建設事業
費にかける割合が大きいこ
とがわかるなぁ。

自主財源（市の自主的な収
入）より、依存財源（国や
県からもらったお金など）
の割合が大きいなあ。

収
入
に
つ
い
て

支
出
に
つ
い
て

民生費〔30.3%〕
54億 2,578 万円

総務費〔15.6%〕
27億 8,569 万円公債費〔12.8%〕

22億 8,741 万円

教育費〔9.4%〕
16億 7,976 万円

衛生費〔7.5%〕
13億 5,176 万円

土木費〔10.2%〕
18億 3,089 万円

消防費〔3.8%〕
6億 8,454 万円

農林水産業費〔5.6%〕
10億 1,157 万円

商工費等〔4.7%〕
8億 4,825 万円

179億563万円
（目的分類）

人件費〔18.4%〕
32億 9,400 万円

扶助費〔19.6%〕
35億 758 万円

普通建設事業費
〔14.8%〕

26億 4,952 万円

公債費〔12.8%〕
22億 8,741 万円

補助費等〔12.1%〕
21億 6,558 万円

物件費〔13.7%〕
24億 5,944 万円

維持補修費等〔1.8%〕
3億 2,810 万円

179億563万円
（性質分類）

繰出金〔6.8%〕
12億 1,410 万円

自

依

存

財
源

主
財

源

66.3％

179億
563万円

市税〔21.7%〕
38億 8,318 万円

地方交付税〔29.6%〕
53億 611 万円

市債〔10.7%〕
19億 1,620 万円

県支出金〔8.3%〕
14億 8,028 万円

国庫支出金〔12.4%〕
22億 1,294 万円

地方譲与税・各種交付金〔5.3%〕
9億 5,218 万円

使用料など〔6.4%〕
11億 4,796 万円

繰入金〔4.5%〕
8億 1,360 万円

分担金・負担金〔1.1%〕
1億 9,319 万円

33.7％

【性質別】
　当初予算を【性質別】で見てみると、物件費で３億928
万円の増（14.4％）や扶助費１億114万円の増（3.0％）
となっています。その他の経費については、庁舎建設事業
完了や由布院地域都市再生整備事業の減により普通建設事
業費が６億8,290万円の減（20.5％）となっています。ま
た、補助費等が1,649万円の減となっています。
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平成29年度一般会計予算 平成29年度一般会計予算

１.みんなで進める！持続可能なまちづくり
総合政策課
●みらいふるさと寄附金推進事業��3 億 1,219 万円
　 ふるさと納税をされた方に対して返礼品を送ります。
●地域公共交通事業�� �5,798 万円 
　コミュニティバスの運行、計画策定等を行います。
●地域コミュニティ形成促進事業�� 250万円
　地域の課題を地域で解決していく新たなコミュニティ組織の
運営や活動を支援します。
●婚活支援事業　� �60 万円
地域振興課
●庄内神楽伝統継承事業�� �1,433 万円
　庄内神楽を後世に継承していくために、神楽映像等の資料を
編纂します。

防災安全課
●地域防災推進事業�� �751 万円

2.一人ひとりの力を活かせるまちづくり
福祉対策課
●認知症対策総合支援事業（介護保険特別会計）�� �1,653 万円
　認知症になっても誰もが住み慣れた地域で住み続けられるよ
うに、認知症ケア向上や地域支援推進委員の設置、また認知症
の初期症状が出ている方へ初動対応できる体制を整備します。

子育て支援課
●子ども医療費助成事業� １億 0819万円
　 就学児、未就学児に対して医療費の助成を行います。

健康増進課
●健康立市推進事業（特別会計を含む）�� �5,839 万円
  「健康長寿」と「生活の質の向上」に向け、各種健康施策を展
開することにより健康立市・由布市の実現を目指します。

まちづくりの❻つのテーマ

3.人や文化を育むまちづくり
子育て支援課

●児童健全育成事業�� �1 億　735 万円
　放課後に保護者不在の児童を対象とし、適切な遊びや生活の
場づくり、児童の健全育成環境を整備します。

●保育所活動推進事業�� �９億 6,265 万円
　保護者の就労等で子どもを保育することができない家庭の就
学前児童の保育を推進します。

●病児・病後児保育事業�� �3,267 万円

社会教育課
●地域協育推進事業�� �923 万円
　子どもたちの育成を地域が一体となって取り組んでいく体制
を確立します（放課後子ども教室・家庭教育支援事業）。

●国民文化推進事業�� �139 万円
　 国民文化祭プレイベントを推進します。

●文化財活用促進事業�� �464 万円
学校教育課
●地域と協働する学校づくり推進事業�� �75 万円
●学校子ども支援センター事業�� �1,059 万円
スポーツ振興課
●スポーツ・レクリエーション団体育成事業�� �488 万円
　総合型地域スポーツクラブの自立を支援することにより、誰
もが参加でき、年齢・体力・レベルそれぞれに応じたスポーツ
に親しむ環境を整備します。

　第２次総合計画に掲げられた「地域自治を大切にした住み良さ日本一のまち」実現に向け、６つのテー
マに沿って、施策に取り組みます。

４.経済の循環から
　 地域が潤うまちづくり
農政課
●地産地消推進事業�� �415 万円
　「由布市地産地消・特産品ブランド化推進協議会」と連携し、
地域資源を活用した商品開発や特産品のブランド化に取り組み、
６次産業化の普及を促進します。

●就農支援事業�� �2,169 万円
　意欲的な就農志望者の支援を目的に技術や経営方法を学ぶた
めの研修や、農業を始めるための準備等を支援します。

●特産品ブランド化推進事業�� �290 万円
商工観光課
●商工振興活性化事業�� �1,718 万円
　中小企業への支援や商店街への賑わい創出支援を行うことで、
経済の活性化を目指します。

５.豊かな環境の中で快適な暮らしが
　 実感できるまちづくり  
総合政策課
●由布市に住みたい事業�� �890 万円
　空き家対策および移住定住対策の事業であり、登録物件の看
板設置やリフォームにかかる費用、不動産業者との仲介手数料
にかかる助成を行います。

環境課
●豊かな水環境創出事業�� �80 万円
　大分川流域の水質環境保全に取り組みます。

●環境活動推進事業�� �77 万円
地域振興課（庄内）
●住宅地調査研究事業�� �500 万円
　庄内地域の住宅地調査を行い定住化に向けた計画を作成し、
定住人口の増加を目指します。

６.地域を知り、表現するまちづくり
商工観光課
●観光振興事業�� �4,236 万円
　新組織「まちづくり観光局」や各観光協会への補助金や観光
情報発信の強化等、観光振興施策を展開します。

●観光基盤整備事業�� �１億 1,217 万円
　 由布院駅周辺の整備を行います。

●インバウンド受入環境整備事業�� �196 万円
総合政策課
●ＵＩＪターン推進事業�� �298 万円
　移住コンシェルジュを活用し、ＵＩＪターン等の移住者の受
け入れを推進します。

●クアオルト推進事業�� �165 万円
　質の高い健康保養地づくり「クアオルト」に取り組むことで、
日本型のクアオルトの普及および拡大を目指します。

農政課
●都市農村交流推進事業�� �893 万円
　 農家民泊等、インターネットを活用しグリーンツーリズムを
推進します。
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湯
布
院
地

域
振
興
課
副
主
幹
）▽
子
育
て
支
援
課
副
主

幹　
生
野
陽
子（
議
会
事
務
局
副
主
幹
）▽

挾
間
振
興
局
地
域
整
備
課
副
主
幹　
岡
部

栄
二（
環
境
課
副
主
幹
）▽
庄
内
振
興
局
地

域
振
興
課
副
主
幹　
土
師
勇
治（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
副
主
幹
）▽
湯
布
院
振
興
局
地
域

振
興
課
副
主
幹　

長
谷
川
美
由
紀（
社
会

市
職
員
人
事
異
動

由
布
市
職
員
の
人
事
異
動
が
、
４
月

１
日
付
け
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
副
主

幹
級
以
上
の
異
動
お
よ
び
新
規
採
用

職
員
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

浩
文（
財
政
課
参
事
）▽
子
育
て
支
援
課
長

　
馬
見
塚
量
治（
議
会
事
務
局
次
長
）▽
挾

間
振
興
局
地
域
整
備
課
長　

佐
藤
洋（
水

道
課
総
括
課
長
補
佐
）▽
学
校
教
育
課
長

　

衛
藤
哲
男（
同
課
参
事
）▽
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
長　

衛
藤
欣
哉（
湯
布
院
地
域
振
興

課
参
事
）▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

衛

藤
誠
治（
庄
内
地
域
振
興
課
総
括
課
長
補

佐
）▽
由
布
大
分
環
境
衛
生
組
合
事
務
局

長　
大
野
利
武（
農
政
課
総
括
課
長
補
佐
）

【
参
事
級
】

▽
総
務
課
参
事　

河
野
克
幸（
税
務
課
課

長
補
佐
）▽
財
政
課
参
事
兼
室
長　

後
藤

和
敏（
建
設
課
総
括
課
長
補
佐
）▽
税
務
課

参
事　

秦
正
次
郎（
庄
内
地
域
整
備
課
総

括
課
長
補
佐
）▽
福
祉
課
参
事　

伊
勢
戸

隆
司（
社
会
教
育
課
総
括
課
長
補
佐
）▽
湯

布
院
振
興
局
地
域
振
興
課
参
事
兼
室
長　

佐
藤
正
秋（
総
合
政
策
課
総
括
課
長
補
佐
）

▽
学
校
教
育
課
参
事
兼
所
長〈
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
〉　
田
代
浩
樹（
会
計
課
総
括
課

長
補
佐
）▽
学
校
教
育
課
参
事〈
由
布
院
幼

稚
園
〉　
小
野
智
恵
子（
同
課
総
括
課
長
補

佐
）▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
参
事〈
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
〉　

古
庄
成
之（
庄
内
地
域
整
備
課

総
括
課
長
補
佐
）

【
課
長
補
佐
級
】

▽
税
務
課
総
括
課
長
補
佐　

阿
部
暁
成

（
社
会
教
育
課
総
括
課
長
補
佐
）▽
環
境

課
総
括
課
長
補
佐　

花
宮
宏
城（
農
政
課

総
括
課
長
補
佐
）▽
総
務
課
総
括
課
長
補

佐　
庄
忠
義（
同
課
課
長
補
佐
）▽
防
災
安

全
課
総
括
課
長
補
佐　

日
野
正
美（
同
課

教
育
課
副
主
幹
）▽
湯
布
院
振
興
局
地
域

振
興
課
副
主
幹　

河
野
康
文（
商
工
観
光

課
副
主
幹
）▽
湯
布
院
振
興
局
地
域
振
興

課
副
主
幹　

中
島
進（
健
康
増
進
課
副
主

幹
）▽
湯
布
院
振
興
局
地
域
振
興
課
副
主

幹　
八
川
薫（
学
校
教
育
課
副
主
幹
）▽
湯

布
院
振
興
局
地
域
整
備
課
副
主
幹　
長
田

康
宏（
挾
間
地
域
整
備
課
副
主
幹
）▽
湯
布

院
振
興
局
地
域
整
備
課
副
主
幹　
衞
藤
優

也（
湯
布
院
地
域
振
興
課
副
主
幹
）▽
教
育

総
務
課
副
主
幹　

佐
藤
忠
文（
健
康
増
進

課
副
主
幹
）▽
学
校
教
育
課
副
主
幹　

阿

部
八
重（
会
計
課
副
主
幹
）▽
社
会
教
育
課

副
主
幹　

河
野
妙
子（
庄
内
地
域
振
興
課

副
主
幹
）▽
農
業
委
員
会
副
主
幹　

長
田

瑞
穂（
湯
布
院
地
域
振
興
課
副
主
幹
）▽
税

務
課
副
主
幹　
吉
野
貴
俊（
同
課
主
査
）▽

税
務
課
副
主
幹　
佐
藤
洋
造（
同
課
主
査
）

▽
保
険
課
副
主
幹　

北
﨑
英
梨（
同
課
主

査
）▽
学
校
教
育
課
副
主
幹〈
由
布
川
幼
稚

園
〉　
末
松
真
理（
同
課
主
任
教
諭
）

【
再
任
用
】

▽
総
合
政
策
課
行
政
専
門
員　
溝
口
隆
信

（
同
課
行
政
専
門
員
）▽
農
政
課
行
政
専

門
員　
田
中
稔
哉（
健
康
増
進
課
長
）▽
健

康
増
進
課
行
政
専
門
員　

梅
尾
英
俊（
庄

内
地
域
振
興
課
行
政
専
門
員
）▽
健
康
増

進
課
行
政
専
門
員　
松
田
伸
夫（
監
査
・
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）▽
建
設
課
行

政
専
門
員　

友
永
善
晴（
同
課
行
政
専
門

員
）▽
福
祉
課
行
政
専
門
員　
工
藤
智
子
▽

学
校
教
育
課
行
政
専
門
員〈
挾
間
幼
稚
園
〉

　
後
藤
雅
子（
同
課
参
事
）▽
学
校
教
育
課

課
長
補
佐
）▽
財
政
課
総
括
課
長
補
佐　

首
藤
啓
治（
同
課
課
長
補
佐
）▽
健
康
増
進

課
総
括
課
長
補
佐　

馬
見
塚
美
由
紀（
同

課
課
長
補
佐
）▽
商
工
観
光
課
総
括
課
長

補
佐　
工
藤
晋
哉（
健
康
増
進
課
課
長
補

佐
）▽
建
設
課
総
括
課
長
補
佐　

三
ヶ
尻

郁
夫（
挾
間
地
域
整
備
課
課
長
補
佐
）▽
福

祉
課
総
括
課
長
補
佐　

武
田
恭
子（
健
康

増
進
課
課
長
補
佐
）▽
子
育
て
支
援
課
総

括
課
長
補
佐　

小
野
嘉
代
子（
同
課
課
長

補
佐
）▽
挾
間
振
興
局
地
域
整
備
課
総
括

課
長
補
佐　
岡
公
憲（
同
課
課
長
補
佐
）▽

庄
内
振
興
局
地
域
振
興
課
総
括
課
長
補
佐

　

長
松
喜
久
一（
同
課
主
幹
）▽
湯
布
院
振

興
局
地
域
振
興
課
総
括
課
長
補
佐　
佐
藤

克
也（
税
務
課
課
長
補
佐
）▽
湯
布
院
振
興

局
地
域
整
備
課
総
括
課
長
補
佐　
後
藤
睦

文（
同
課
課
長
補
佐
）▽
会
計
課
総
括
課
長

補
佐　
佐
藤
俊
吾（
同
課
課
長
補
佐
）▽
学

校
教
育
課
総
括
課
長
補
佐〈
挾
間
幼
稚
園
〉

　
猪
野
典
子（
同
課
課
長
補
佐
）▽
農
政
課

課
長
補
佐　

佐
藤
栄
治（
福
祉
課
課
長
補

佐
）▽
総
務
課
課
長
補
佐　
大
久
保
暁（
同

課
主
幹
）▽
総
合
政
策
課
課
長
補
佐　
一
法

師
良
市（
同
課
主
幹
）▽
総
合
政
策
課
課
長

補
佐　
古
長
誠
之（
同
課
主
幹
）▽
市
民
課

課
長
補
佐　
工
藤
安
廣（
農
政
課
主
幹
）▽

健
康
増
進
課
課
長
補
佐　

河
野
和
子（
子

育
て
支
援
課
主
幹
）▽
建
設
課
課
長
補
佐

　
生
野
成
美（
庄
内
地
域
整
備
課
主
幹
）▽

水
道
課
課
長
補
佐　
秦
隆（
同
課
主
幹
）▽

挾
間
振
興
局
地
域
振
興
課
課
長
補
佐　
後

藤
昌
代（
市
民
課
主
幹
）▽
庄
内
振
興
局
地

行
政
専
門
員〈
由
布
川
幼
稚
園
〉　
佐
藤
伸

子（
同
課
参
事
）▽
学
校
教
育
課
行
政
専
門

員〈
由
布
院
幼
稚
園
〉　

佐
伯
邦
子（
同
課

参
事
）▽
社
会
教
育
課
行
政
専
門
員〈
川
西

公
民
館
〉　
小
野
啓
典（
湯
布
院
地
域
振
興

課
行
政
専
門
員
）▽
社
会
教
育
課
行
政
専

門
員〈
湯
平
公
民
館
〉　

麻
生
悦
博（
湯
布

院
地
域
振
興
課
長
）

【
派
遣・出
向
】

▽
由
布
大
分
環
境
衛
生
組
合
事
務
局
長

〈
出
向
〉　

大
野
利
武（
農
政
課
総
括
課
長

補
佐
）▽
大
分
地
域
介
護
認
定
審
査
会
主

任〈
派
遣
〉　
髙
柳
ま
り（
再
任
）▽
大
分
地

域
介
護
認
定
審
査
会
主
任〈
派
遣
〉　
赤
嶺

直
也（
湯
布
院
地
域
整
備
課
主
任
）▽
大
分

県
後
期
高
齢
者
医
療
連
合
会
主
任〈
出
向
〉

　
廣
瀬
一
平（
再
任
）▽
ま
ち
づ
く
り
観
光
局

副
主
幹〈
派
遣
〉　
高
田
信
明（
再
任
）▽
ま

ち
づ
く
り
観
光
局
主
任〈
派
遣
〉　
岩
野
貴
文

（
再
任
）

【
退
職
者
】

▽
総
務
課
長　
衛
藤
公
治
▽
財
政
課
長　

御
手
洗
祐
次
▽
健
康
増
進
課
長　
田
中
稔

哉
▽
保
険
課
長　

曽
根
﨑
秀
一
▽
農
政
課

長　
伊
藤
博
通
▽
挾
間
振
興
局
長
兼
地
域

振
興
課
長　
平
松
康
典
▽
湯
布
院
振
興
局

長
兼
地
域
振
興
課
長　
麻
生
悦
博
▽
会
計

管
理
者　

森
山
德
章
▽
監
査
・
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長　
松
田
伸
夫
▽
学
校
教

育
課
参
事〈
挾
間
幼
稚
園
〉　
後
藤
雅
子
▽

学
校
教
育
課
参
事〈
由
布
川
幼
稚
園
〉　
佐

藤
伸
子
▽
学
校
教
育
課
参
事〈
由
布
院
幼

稚
園
〉　

佐
伯
邦
子
▽
教
育
委
員
会
次
長

域
振
興
課
課
長
補
佐　
二
宮
啓
幸（
同
課

主
幹
）▽
湯
布
院
振
興
局
地
域
振
興
課
課

長
補
佐　
後
藤
浩
子（
同
課
主
幹
）▽
教
育

総
務
課
課
長
補
佐　
平
野
浩
一
郎（
同
課
主

幹
）▽
学
校
教
育
課
課
長
補
佐〈
給
食
セ
ン

タ
ー
〉　
砂
田
剛
士（
同
課
主
幹
）▽
社
会
教

育
課
課
長
補
佐　
工
藤
由
美（
同
課
主
幹
）

▽
社
会
教
育
課
課
長
補
佐〈
庄
内
公
民
館
〉

　
麻
生
信
幸（
庄
内
地
域
振
興
課
主
幹
）▽

社
会
教
育
課
課
長
補
佐〈
湯
布
院
公
民
館
〉

　
長
井
雅
之（
湯
布
院
地
域
振
興
課
主
幹
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
課
長
補
佐　

富
川
賢

治（
建
設
課
主
幹
）▽
農
業
委
員
会
事
務
局

課
長
補
佐　
大
嶋
陽
一（
同
事
務
局
主
幹
）

【
主
幹
級
】

▽
保
険
課
主
幹　

藤
川
祐
子（
挾
間
地
域

振
興
課
主
幹
）▽
水
道
課
主
幹　

衞
藤
武

（
庄
内
地
域
整
備
課
主
幹
）▽
教
育
総
務

課
主
幹　

大
塚
守（
財
政
課
主
幹
）▽
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
主
幹　

渡
辺
隆
司（
福
祉
課

主
幹
▽
議
会
事
務
局
主
幹　
一
野
英
実（
総

務
課
主
幹
）▽
総
務
課
主
幹　
畠
中
勇（
建

設
課
副
主
幹
）▽
税
務
課
主
幹　

竹
下
美

佳（
同
課
副
主
幹
）▽
環
境
課
主
幹　
三
浦

信
幸（
同
課
副
主
幹
）▽
農
政
課
主
幹　
米

津
康
広（
庄
内
地
域
整
備
課
副
主
幹
）▽
建

設
課
主
幹　
矢
野
克
則（
同
課
副
主
幹
）▽

挾
間
振
興
局
地
域
振
興
課
主
幹　
赤
木
知

人（
同
課
副
主
幹
）▽
会
計
課
主
幹　
一
尾

元
博（
総
合
政
策
課
副
主
幹
）▽
学
校
教
育

課
主
幹〈
挾
間
幼
稚
園
〉　

山
田
明
美（
同

課
副
主
幹
）　

【
副
主
幹
級
】

市政ニュース

（　
）は
旧
職

兼
教
育
総
務
課
長　
安
部
文
弘
▽
商
工
観

光
課
長　
加
藤
裕
三
▽
農
業
委
員
会
事
務

局
長　

須
藤
啓
司
▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
総

括
課
長
補
佐　
加
藤
毅
▽
福
祉
課
主
査　

城
戸
岳
志

【
新
採
用
】

▽
総
務
課
主
事　

鴛
海
巧
也
▽
総
合
政

策
課
主
事　

神
田
奈
緒
▽
税
務
課
主
事

　

古
長
直
人
▽
市
民
課
主
事
補　

木
原

裕
也
▽
健
康
増
進
課
保
健
師　

平
野
智

美
▽
商
工
観
光
課
主
事　

鶴
谷
僚
三
▽
農

政
課
主
事
補　

江
藤
翔
太
▽
建
設
課
主

事　

麻
生
美
す
ず
▽
水
道
課
主
事　

麻

生
英
佑
▽
子
育
て
支
援
課
主
事　

衞
藤

か
ず
実
▽
挾
間
振
興
局
地
域
振
興
課
主

事
補　

首
藤
雅
治
▽
庄
内
振
興
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市政ニュース

　軽自動車等を所有する人で、身体または精神に障がいがあり、一定の要件に該当する場合は、申請により軽自
動車税が減免されます。       
●対象となる軽自動車（バイクを含む）       
　・心身障がい者が所有し、本人自らが運転（または生計を共にする家族が運転）する車両   
　・単身で生活する心身障がい者が所有し、当該障がい者と常時介護するものが継続して日常的に運転する車両
　・18歳未満（毎年４月１日現在）の心身障がい者と生計を共にする家族が所有し、その心身障がい者のため
　　に使用する車両       
●手続きに必要なもの       
　①印鑑       
　②証明ができるもの（身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者福祉手帳　等）
　③運転免許証       
　④平成29年度軽自動車税納税通知書（５月11日㈭発送予定）
　⑤減免申請書（市役所の窓口にあります。昨年度減免適用者および申し出をされた方は市役所から申請書を発
　　送します）       
　なお、平成28年の減免申請から個人番号の記載が必要になります。
●提出先       
　・税務課（本庁舎）       
　・挾間振興局地域振興課、湯布院振興局地域振興課       
　※該当する方は納期限の５月31日㈬までに申請をしてください。受付期間を過ぎますと減免が受けられませ
　　んのでご注意ください。       
●注意事項       
　①減免を受けられるのは、自動車税・軽自動車税を通じて、１人につき１台です。
　②昨年度減免をされた方も、毎年申請が必要です。
　③障がいをお持ちの方本人が所有の車両のみ適用となります（18歳未満の方を除く）。
●該当する各障がいの等級    

障がい等の区分 身体障害者手帳の等級
視覚障害 １～３級および４級の１
聴覚障害 ２級および３級
平衡機能障害 ３級
音声機能障害 ３級（喉頭摘出の場合に限る）
上肢不自由 １級および２級
下肢不自由 １～６級（生計同一者・常時介護運転の場合は１～３級）
体幹不自由 １～３級および５級（生計同一者・常時介護運転の場合は１～３級）
上肢機能障害 １級および２級
移動機能障害 １～６級（生計同一者・常時介護運転の場合は１～３級）
心臓機能障害 １級および３級
じん臓機能障害 １級および３級
呼吸器機能障害 １級および３級
ぼうこう・直腸機能障害 １級および３級
小腸機能障害 １級および３級
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 １～３級
肝臓機能障害 １～３級

療育手帳は総合判定Ａ、精神障害者保健福祉手帳は障害等級１級が対象となります。    
戦傷病者手帳についても障がいにより該当する場合があります。      
●軽自動車税を口座振替されている皆さんへ       
　軽自動車税を口座振替されている方は、納期限の５月31日㈬に指定の口座から引き落とされます。  
　振替が確認できた方には６月中旬に納税証明書（継続検査用）を郵送します。なお、納期限の前日（通常は５
　月30日）までの車検には、前年度の納税証明書をご使用できます。
※口座振替の方で納税証明書が届く前に車検を受けられる場合は、お手数ですが軽自動車税が引き落とされた通
　帳（記帳済みのもの）を税務課、挾間・湯布院庁舎の地域振興課の証明窓口にお持ちください。  
　無料で納税証明書を交付します。        
●問い合わせ　税務課課税係軽自動車税担当（本庁舎）　☎097-582-1269

軽自動車税減免のお知らせ

緊急地震速報を受信した際の行動訓練について
日時　４月16日㈰午前９時５分～
①由布市防災ラジオを通じて緊急地震速報（訓練用）をお知らせします。
　※一般放送で自動起動にてお知らせしますので、ラジオのボリュームは聞き取りやすい音量に調節しておい
　　てください。
②緊急地震速報（訓練用）の報知音を聞いたら、地震から身を守るための安全行動を約１分間、各家庭で実践
　してください。
　※安全行動とは
　　１．姿勢を低くする
　　２．頭を守る
　　３．揺れが収まるまで動かない
③実践後は、各家庭で家族がそれぞれ違う場所で被災した場合の連絡方法や、転倒の
　可能性のある家具の点検、非常時の持ち出し品の確認等について話し合いましょう。
　一人ひとりの防災に対する意識を高め、いつ起こるか分からない災害に備えましょう。
　市民の皆さんのご理解と各家庭での訓練実施にご協力をお願いします。
●問い合わせ　防災安全課（本庁舎）☎097-582-1140
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市政ニュース

空き家バンクに付随する農地取得の下限面積が
下がりました！

由布市・田北奨学会奨学生募集について

　これまで、由布市空き家バンク制度では農地取得の下限面積によって、「少し畑が付いた家が欲しい」
といったご希望に応えられませんでした。今回、空き家バンクを利用する方のニーズに対応するため、２
月開催の農業委員会において、市の空き家バンクに登録されている物件に付随し、農業委員会の許可を受
けた農地は1アール以上※から取得可能になることが決定しました。なお、適用は平成29年4月1日からと
なります。
※上記以外の農地取得の下限面積は50アールです。
●問い合わせ
　空き家バンク制度については　ゆふ移住交流センター星とぴあ　☎097-574-9356
　農地の取得条件等については　農業委員会（本庁舎）　☎097-582-1303（内線2254）

　由布市・田北奨学会では、「修学奨学金」と「入学一時金」の貸与を行っています。
●対象者（※以下の3点すべてに該当する人が対象となります）
　①保護者または世帯主が1年以上由布市に在住している人のお子さん
　②高校、大学またはこれに準ずる学校に在学している人
　（※入学一時金については、高校生は対象外です）
　③経済的事由により学資の支弁が困難な人
●貸与金額
　【修学奨学金】
　　・高校生（高専生）・・・・・・・・・・12,000円（月額）
　　・大学生（短大生、専門学校生）・・・・20,000円（月額）
　　※6月と10月にそれぞれ6ヵ月分を振り込みます。
　【入学一時金】
　　・200,000円以内（高校生は対象外です）　※6月下旬に振り込みます。
●募集期間
　・4月13日㈭～5月8日㈪（募集期間終了後に選考を行い、奨学生を決定します）
●申請書配布場所　
　・教育総務課（本庁舎）
　・挾間振興局地域振興課
　・湯布院振興局地域振興課
●その他
　※本奨学金は貸与制のため、卒業後に返済となります。
　※入学一時金について、入学の事実がない場合や確認できない場合は、貸与を受けた全額を翌年
　　度5月末日までに返還していただきます。
●募集回数　　
　修学奨学金については、年1回（4月）、入学一時金については、年3回（4月、10月、1月）の
　募集となります。
　・4月募集（6月振込）・・・同年度の4月に入学をした人のみ　※今回
　・10月募集（12月振込）・・・翌年度の4月に入学（予定）の人
　・1月募集（3月振込）・・・・　　　　　　　　〃
●問い合わせ　教育総務課（本庁舎）　☎097-582-1177（内線1311）

●受付期間
　11月30日㈭まで
●補助金額

人　槽 新　築 汲み取り・単独からの設置替え
５ ３３２,０００円 ５３２,０００円
７ ４１４,０００円 ６１４,０００円

１０～ ５４８,０００円 ７４８,０００円
※補助金は、予定基数に達し次第受付を終了させていただきます。
●補助対象者
　・個人住宅において、新築物件に合併処理浄化槽を設置、または汲み取り便所や単独浄化槽から
　　合併処理浄化槽へ設置替えをする人
　・由布市内に住民票がある人、または完成後、住民票を速やかに由布市内に移せる人
　・平成30年２月末までに、設置工事が完了できる人
　・店舗併用住宅の場合は、居住部分の延べ床面積が全体の２分の１以上であること
　※以下に該当する場合は補助対象外です。
　・補助期間内に工事が完了できない場合
　・販売や賃貸の目的で住宅を建設する場合（別荘を含む）
　・申請前に工事に着手した場合（補助金交付決定通知が到着後、工事に着手となります）
●問い合わせ　環境課（本庁舎）　☎097-582-1310
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合併処理浄化槽を設置する家庭を対象に、補助金交付申請を下記期間にて受け付けます

1213 2017.4　市報ゆふ 市報ゆふ　2017.4



　３月１日、毎年恒例の「辻馬車開き」が由布
院駅前で行われました。当日は、関係者をは
じめ多くの観光客が集まる中、安全祈願祭や
テープカット、餅つきなどが催され大いに賑
わいました。関係者や園児を乗せた辻馬車が
出発すると、心地よい蹄の音が響き渡り会場に
集まった人々に、春の訪れを感じさせました。

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　２月17日、「第21回大分県果樹産地活
性化プラス10運動推進コンクール」の表
彰式が大分市内で行われ、由布市の大塚
雅彦さんが一般の部で優秀賞に輝きまし
た。これは園地流動化や担い手育成の取

り組みなど、生
産技術の向上や
経営改善に積極
的に取り組んだ
生産者を称える
もので、梨生産
を営む大塚さん
は、新たな挑戦
を続ける経営努
力などが評価さ
れ受賞しました。

　３月３日、大分県グラウンド・ゴルフ協
会由布支部から由布市へ、車椅子４台が
寄贈されました。これは、同協会や各支
部が主催する大会でホールインワンをし
た選手から寄せられた寄付金を活用した
もので、当日は支部役員４人が首藤市長
へ車椅子を渡しました。車椅子について

は 、 高 齢
者 な ど 補
助 を 必 要
と す る 方
に 向 け て
活 用 し て
いきます。

寄

車
椅
子
を
活
用
し
て

贈

祭　３月７日～８日、由布市グリーンツーリ
ズム研究会主催でモニターツアーが開催さ
れました。湯布院の観光関係者らを対象に
したもので、当日は17人が参加。農作業
体験や農家料理を堪能した後、農泊体験も
行われました。モニターツアーを通じて観

光関係者と
同研究会員
は、観光や
おもてなし
に関する意
見交換など
を行い、交
流をはかり
ました。

※同研究会のHPはこちら http://yufuguri.jp/

親

お
も
て
な
し
を
学
ん
で

睦

　２月24日、由布高校の生徒が由布市役
所本庁舎を訪れ、企画・開発した商品の完
成報告を首藤市長へ行いました。商品名は
「にぎ郎くんのいもにぎり」で、材料に庄
内産の米、サツマイモ、乾しいたけを使用。
同校生徒たちが試行錯誤を重ねた商品を試
食した首藤市長は、「食材の甘みとバター
の風味でまた食べたいと思える味。ファン
が増えるでしょう」と絶賛しました。同商

品 は 神 楽
の 里 か ぐ
ら ち ゃ や
で 販 売 さ
れます。

開

地
元
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庄
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し
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に
寄
与

賞
　３月16日、100歳を迎える工藤満千子さ
んのお祝いに、首藤市長が挾間町のご自宅
を訪れました。工藤さんは、台湾で生まれ
20代で結婚。終戦とともに日本へ帰国しま
した。現在は、デイサービス時に友人と話す
ことやテレビを見ることを楽しむ工藤さん。
長寿の秘訣は、しっかりと食事をとることだ
そうです。100歳おめでとうございます。

祭　３月８日、由布市役所本庁舎で、市内各
幼稚園の保護者を中心とした由布市母親ク
ラブの「読み聞かせ研修会」が開催されま
した。これは大分県地域活動連絡協議会主
催で、由布川みのり母親クラブ会長の上野
三奈さんらが由布市で初めて研修会を企画。
当日は、大分かたり部の会の木村説子さん
を講師に招き、さまざまな絵本を使いなが
ら、親子のふれあいの大切さを学ぶととも
に、グループに分かれて子育てのいろいろな

情報を交換
し、楽しさ
や困りごと
を共有しま
した。

研

親
子
で
楽
し
く
絵
本
と
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修

　３月14日、由布市役所本庁舎で学校法人
平松学園大分医学技術専門学校の島田達生
校長先生から由布市に対し、DVD付学習漫
画「人体のふしぎ体の中の大探検！の巻」
18冊が寄贈されました。これは、島田先生
が監修したもので、「この本を通して子ど
もたちに人体について関心を持ってもらい
たい」と今回の寄贈について話してくれま

した。こ
の本は主
に市内小
中学校に
配布され
ています。

　３月27日、由布市役所本庁舎で、「大津留
まちづくり協議会」（安部元生会長）と由布市
が協定を締結し、協働にむけ協議会と行政の
役割を確認しました。この協議会は、旧大津留
小学校区（７自治区）の住民や団体が協力して
住みやすいまちづくりに取り組むため設立し
たもので、体験農園やスポーツイベント、困
りごと相談など地域の魅力発信を行う予定。

自治区など
が協力して
地域の課題
解決にむけ
た新たなモ
デルとして
今後期待さ
れます。

　３月19日、「親子のふれあいタイム　お箸
づくり＆美味しく食べよう野菜料理教室」が
はさま未来館で開催されました。当日は16
人の親子が参加し、かんなを使って桜の木の
お箸づくりと、春の野菜を使って美味しくヘ
ルシーな料理づくりをしました。最後は、出
来上がったお箸で、みんなでおいしく野菜
料理を食べました。育児参加の応援やふれ

あいの場づ
くりなどを
目的とした
イベントで、
参加した親
子は笑顔の
時間を過ご
しました。
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　湯布院町川上出身で、現在大分工業高校の教諭である羽田野修一さんは昨年、兵庫教育大学大学院
の博士後期課程を修了し、学校教育学の博士号学位を取得しました。２月24日には、由布市役所本庁

舎を訪れ首藤市長へ博士号取得を
報告。羽田野さんは、高校教諭と
して勤務しながら、平成20年に県
教委の研修制度を活用して大分大
学大学院で研究を開始し、修士課
程修了後、専門性を高めるため兵
庫教育大学大学院へ入学しました。
電気とガソリンを動力とした場合
の漁船の航行特性を比較し、その
効率を研究論文にまとめた羽田野
さん。「周りの方の支えの中で、
あきらめずに、自分のやりたいこ
とを続けた結果です」と話してく
れました。本当におめでとうござ
います。

取

博
士
号
取
得
！

得

▲大塚雅彦さん（左）と奥様の貴映子さん（右）
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健康ナビ

５月から特定健康診査が始まります！
特定健康診査（健康診査）の内容 年齢や加入保険によって検査内容に若干の違いがあります。健康寿命の延伸と健康意識の向上のために、

みんなで取り組もう！
　①取り組んだ方全員にメリット
　10,000P 以上の応募者全員に 2,000 円商品券を贈呈（お一人 2,000 円のみ）

　②マイレージシートなどの統合・自己管理化
　マイレージシートが大きくなり（Ａ３見開き）、記入式となります。
　「健康づくり３ヵ月チャレンジ」として、「運動」「食事」「休養」「歯」「体重計測」の５項目を自己管理し、３ヵ
月（12 週間）まで自己記入、最大 8,400P ！
※「運動」「食事」は自分で達成できそうな目標を立てましょう。
※ ３ヵ月終了後も健康的な生活習慣を継続いただくことをねらいとしています。

　③健診・各がん検診のポイント付与が自己申告で OK
　マイレージシートへの受診月日・場所の記入で最大で男性 5,000 Ｐ 女性 7,000 Ｐ！
　対象年度内に受診した会社の健診などでもＯＫ！

　④対象事業はこれまでどおりのポイント券を発行
　健康に関するイベントや健康教室等、対象事業に参加すると従来通りポイント券を発行します。
※「みんなで健康づくり」、「こつこつ健康づくり」、「温泉館での個人での水中運動・はさま未来館トレーニング
　 ルーム・挾間Ｂ＆Ｇプール」、「各地域総合型スポーツクラブ」参加は、健康づくり３ヵ月チャレンジの「運動」
　に変わり、自己記入・自己管理となります。

　⑤喫煙習慣がないだけで 1,000P ！

　●新マイレージシートは各地域振興課、健康増進課（本庁舎）、健康温泉館などで配布しています。
　●活動期間　平成 29 年４月１日㈯～平成 30 年２月 28 日㈬　
　●応募特典　10,000P 以上の応募者全員に 2,000 円商品券を贈呈（お一人につき最大 2,000 円）
　●応募方法　平成 29 年 10 月２日㈪～平成 30 年３月２日㈮に新マイレージシートに必要事項を記入し、
　　各庁舎窓口で応募または健康増進課へ郵送してください。
　●問い合わせ　健康増進課（本庁舎）　☎ 097-582-1120（内線 1122）　　　　　

全員実施 対象者のみ実施

身体計測
（身長、体重、腹囲）

血液検査
　・脂質検査
　　（中性脂肪、善玉コレステロール、悪玉コレステロール）
　・血糖検査（ヘモグロビンＡ１ｃ）
　・肝機能検査（ＧＯＴ、ＧＰＴ、γ ‐ＧＴＰ）
　・腎機能検査（血清クレアチニン、eGFR）
　・貧血検査（ヘモグロビン、血小板、ヘマトクリット）

尿検査
（尿糖、尿蛋白）

心電図検査

眼底検査

血圧
測定

医師の
診察

　昨年度の結果や、医師の
診察で、検査することが望
ましいと判断された方のみ
が対象です。

※ 40歳以上の方については胸部レントゲンを無料で同時受診できます。
※希望者には大腸がん検診と喀痰検査（肺がん検診）の容器配布・回収も実施します。

　健診の年間スケジュール、指定医療機関、その他の詳しい内容は、「由布市
健康おたすけハンドブック」をご覧ください。

　健康で活力のある人生を送るため、自分の歯を80
歳で 20本保つことが健康の保持増進にとても重要で
す。由布市では8020運動を推進するために高齢者の
よい歯のコンクールを開催します。
　平成29年 3月 31日現在80歳以上（昭和12年 3
月 31日以前に生まれた方）で自分の歯を20本以上お
持ちの方はご連絡ください。
　自薦他薦は問いません。

特定健康診査（健康診査）
受診場所 ①集団健診（地区の健診） ①集団健診（地区の健診）

②指定医療機関
①集団健診（地区の健診）
②指定医療機関	

料　　　金 ・健康診査　1,000円
・胸部レントゲン　1,340円

・健康診査　1,000 円
・胸部レントゲン　無料

・健康診査　無料
・胸部レントゲン　無料

必 要 な 物 由布市民ということが
証明できる物

・健康保険証
・特定健康診査受診券
　（Ａ４サイズレモン色）
※受診券は５月中旬に
　発送します。

・健康保険証
・健康診査受診券
　（青色の葉書）
※受診券は４月中旬に
　　発送します。

問い合わせ 健康増進課（本庁舎）
☎ 097‐582‐1120

保険課（本庁舎）
☎ 097‐582‐1121

大分県後期高齢者
広域連合事務局
☎ 097‐534‐1771
または保険課（本庁舎）
☎ 097‐582‐1121	

40 歳未満の方 75 歳以上の方40 歳～ 74 歳で
由布市国保にご加入の方

平成２9年度　対象者募集！

【応募期限】５月19日㈮
【審査・表彰式】
　　日時　６月３日㈯
　　場所　由布市役所本庁舎　庄内保健センター
　　＊詳細につきましては、応募者に後日お知らせ
　　　します。
【応募・問い合わせ】　健康増進課（本庁舎）
　　　　　　　　　　☎097‐582‐1120

高齢者のよい歯のコンクール

28 年度健康マイレージ　抽選の結果
100 人の方に 1 万円相当の商品券を発送しました

　平成 28 年度健康マイレージ事業に多数のご応募をいただき、ありがとうございました。
　平成 29 年 2 月 1 日から 3 月 3 日まで応募を受け付け、
629 人・876 口の応募があり、厳正な抽選の結果、100
人の方が当選されました。
　応募者への 1,000 円の商品券と、当選者への 1 万円の
商品券は、すでに発送しています。
　なお、平成 29 年度の健康マイレージ事業においては内
容を変更しますが、皆さんの健康意識の向上につながるよ
う、多くのご参加をお待ちしています。
●問い合わせ　健康増進課（本庁舎）　☎ 097-582-1120（内線 1122）　 ▲抽選会の様子です！

平成 29年４月から　健康マイレージの内容を変更します

4月下旬の自治分配で全戸配布予定です。
ハンドブックは各庁舎の健康増進係にも置いています。
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健康カレンダー休日当番医

■ 歯科医
5/14（湯）野上歯科クリニック 0977-85-4676

心の相談
●健康増進課（本庁舎）
　4月14日㈮　午後１時～午後４時 
●中部保健所由布保健部※
　4月28日㈮　午前10時～正午 
●挾間健康センター　5月12日㈮　午後１時～午後４時
　前日までに要予約☎097-582-1120（健康増進課）
　保健師、臨床心理士等が対応します。
　※由布保健部の相談予約は☎097-582-0660
　　精神科医師、保健師が対応します。

■ 内科・外科医
4/16 （挾）ごとう医院 097-540-7800
4/23 （挾）さとう消化器・大腸肛門クリニック097-583-8050
4/29 （挾）森本整形外科クリニック 097-586-3700
4/30 （挾）ひろたクリニック 097-583-5777
5/ 3 （湯）日野病院 0977-84-2181
5/ 4 （湯）足立クリニック 0977-28-2226
5/ 5 （湯）ＪＣＨＯ湯布院病院 0977-84-3171
5/ 7 （庄）庄内診療所 097-582-3600

子 育 て 支 援 情 報

■ 挾間
4 / 2 6 ㈬ １０～１１ヵ月健診 挾間健康センター13：15～14：00受付

ちびっこ広場 （９：30～11：30 挾間健康センター）
４月14日・21日・28日、５月12日

■ 湯布院
4 / 2 0 ㈭ １０～１１ヵ月健診 ゆふいん子育て支援センター 13：00～13：15受付
5 / 1 1 ㈭ １歳６ヵ月児健診 ゆふいん子育て支援センター 13：00～13：15受付

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

第31回大分県なぎなた総合選手権大会
　３月５日、福徳学院
高校で「第31回大分県
なぎなた総合選手権大
会」が開催され、各種
目において、好成績を
収めました。
【演技】
　小学１・２年生の部
　　◆優　勝　工藤 涼・吉野 ひな香
　　◆２   位　衛藤 明・三重野 結七
　小学５・６年生の部
　　◆優　勝　工藤 栞・衛藤 勇
　　◆２   位　衛藤 真歩・浦田 咲春
　中学生の部 　◆２   位　三重野 愛梨・小野 陽
　一　般の部 　◆優　勝　小野 千鶴・森田 淑恵
【試合】小学生低学年の部　◆優　勝　衛藤 明
【試合】小学生高学年の部　◆２   位　衛藤 真歩
【試合】中学生の部　　　　◆優　勝　小野 陽
※部員を随時募集しています！お気軽に問い合わせ下さい。　
☎090-9585-8396　担当:由布市なぎなたクラブ 工藤

第20回
ゆふいんソフトペタンク交歓大会

　２月19日、湯布院Ｂ＆Ｇ海洋センター体
育館で「ソフトペタンク交歓大会」が開催
されました。６チーム25人が参加し、寒い
中大きな歓声が飛び交う賑やかな大会にな
りました。結果は次のとおりです。
◆優　勝　福寿会Ｃ　◆準優勝　福寿会Ａ

平成28年度由布市スポーツ少年団卒団式
　３月19日、はさま未来館で「平成28年度由布市ス
ポーツ少年団卒団式」が行われました。当日は、卒団
員78人（関係者含め総勢約200人）が参加。代表して
庄内少年野球クラブの秋田雄大さんが、「今まで頑張っ
てこられたのは、指導者の皆さんや多くのかたがたの
支えや応援があったから」と感謝の言葉を述べました。

平成28年度第６回挾間町ペタンク大会
　３月12日、挾間中洲賀グラウンドで「第６回挾間
町ペタンク大会」が開催されました。15チーム61人
の幅広い世代からの参加があり、世代を超えた交流が
できました。
◆優　勝
　酒野Ａチーム
◆準優勝
　須藤ファミリー
　チーム
◆第３位
　向原Ｂチーム
◆第４位
　向原Ｃチーム

湯布院町スポーツ推進委員協議会主催

子育て支援センターからのお知らせ
　子育て支援センターでは、育児相談や子育て親子（主に未就学児）の交流の場、遊び場として
季節に合わせたさまざまなイベントを行っています。ぜひ、ご利用ください。
≪各センターの今月の主なイベント≫（詳しい内容等は各センターにお尋ねください）
●ゆふいん子育て支援センター（すみれ保育園内）☎ 0977-85-4666
　「ベビーマッサージをまなぼう」4 月 19 日㈬　午前 11 時～
●しょうない子育て支援センター（ひばり保育園内）☎ 097-582-1471
　「親子クッキング」　4 月 28 日㈮　午前 10 時 30 分～
　「エアーランドで遊ぼう」毎週水曜日　午前 10 時～
●はさま子育て支援センター（宮田保育園内）☎ 097-583-1544
　「給食試食会」4 月 28 日㈮　午前 11 時 30 分～
●子どもルームはさま（挾間庁舎旧保健センター）☎ 097-583-8220
　「定例お話会」4 月 25 日㈫　午前 11 時～
　「リフレッシュヨガ」5 月 11 日㈭　午前 10 時 30 分～
●児童館からのお知らせ
　児童館は、子どもたちがだれでも自由に利用できる遊び場です。
　いろいろな実験や創作活動等の楽しい行事も催しています。
　（詳しい内容等は、各児童館にお尋ねください）
　ひばり児童館☎ 097-582-1471
　みやた児童館☎ 097-583-5440
●問い合わせ　子育て支援課　☎ 097-582-1262（内線 2132）

今後の試合日程
▶４月15日㈯
　東京武蔵野シティＦＣ
　大分市陸 15：30 キックオフ
▶４月29日㈯
　栃木ウーヴァＦＣ
　栃木市 13：00 キックオフ
▶５月３日㈬
　ヴィアティン三重
　大銀サＡ 12：00 キックオフ
▶５月７日㈰
　ＦＣマルヤス岡崎
　豊田陸 13：00 キックオフ
▶５月13日㈯
　ＭＩＯびわこ滋賀
　大銀サＡ 12：00 キックオフ

　３月５日、第 19 回フットボールリーグが開幕しました。今年も白熱した戦いが繰
り広げられるでしょう！皆さんもヴェルスパ大分を応援しましょう！３月 26 日には、
第４節の奈良クラブ戦がアウェイで行われました。前半 18 分に先制を許したヴェル
スパでしたが、25 分に CK から得点を奪い同点に追いつきます。後半は、互いに堅守
をみせ１－１で試合終了。今季はまだ始まったばかりです。活躍に期待して、頑張れ！
ヴェルスパ！

第19回日本フットボールリーグ開幕！

頑張れ
！

ヴェル
スパ大

分！

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

挾間町スポーツ推進委員協議会主催

▲優勝した酒野Ａチームの皆さん
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新着図書一覧 〜新着図書の一部を紹介します〜
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 007.6 ヨ 子どもの“プログラミング的思考”をグングン伸ばす本

挾　
間

郷土 H726 ヤ リライフ ７　　　　　　　　　　　　　 夜宵草
一般 210.5 レ レンズが撮らえたオックスフォード大学所蔵幕末明治の日本 健康 S494.7 イ 健脚寿命を延ばして一生歩ける体をつくる！
一般 361.4 ナ 人見知りで出不精だったOLがコミュニティの女王になった理由 健康 S498.5 ヤ やわらかく、飲み込みやすい高齢者の食事メニュー１２２
一般 815.8 カ 品が伝わるオトナの言い方が身につく本 くらし 597 バ 賃貸でもここまでできるＤＩＹ－原状回復ＯＫ！－
一般 913.6 ム 騎士団長殺し（第１部・２部）　　　        村上　春樹 子育て 379.9 タ マンガでなるほど！男の子に「すごい」「えらい」はやめなさい。
文庫本 B913.6 ミ ビブリア古書堂の事件手帖 ７　　　 　三上　延 絵本 E ガ ガムのようせい　　　　　　　　　川崎　タカオ
趣味娯楽 Ｐ 783.5 ハ テニス泥臭くても勝つ攻め方　　　 　橋爪　宏幸 絵本 E ナ なのはなごうしゅっぱつしんこう！
湾曲 614.8 ク 日本発「ロボットＡＩ農業」の凄い未来 しらべ学 290 ハ シティ・アトラス　－絵地図でめぐる世界の街－　
ヤング Y159 ミ どこまでも生きぬいて－夜回り先生50のヒント－ 児童 913 ヒ ふしぎ駄菓子屋銭天堂 ７　　　　　　 廣嶋　玲子

庄
内

一般 022 イ 「本をつくる」という仕事　　　　　　稲泉　連 湯
布
院

一般 725 エ どうぶつの描き方１００　　　リー J・エイムズ
一般 673.9 ハ ピン芸人ですが、パチンコ店員やっています くらし 596.3 ク 暮らし上手の肉料理
文庫本 B913.6 ホ 活版印刷三日月堂 １　　　　　　ほしお　さなえ 特色ある 361.4 ヤ 知識ゼロからの謝り方入門　　　　　山口　明雄

4月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

5月の休館日　1日㈪・3日（祝）・4日（祝）・5日（祝）・
8日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪・30日㈫

『今じゃありえない！！１００年前のビックリ教科書』
福田　智弘　著

一般　375.9／フ

『マンガでわかる！高齢者詐欺対策マニュアル』
西田　公昭　著

一般　368.6／ニ

『哀しみを得る －看取りの生き方レッスン－』
村中　李衣　著

一般　490.1／ム

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!湯布院図書館 庄内図書館 挾間図書館

DEAR
図書館だより

—2017.4—

 児童文学者の著者が
記した、実母の看取り
記録です。眠り続ける
母の傍で感じた、家族
やスタッフの小さな真
心・愛・誠実さを一つ一
つ拾いあげ、消えゆく
命に捧げた…そんな印
象を抱かせる一冊です。

　「ペストで死んだ
人は何人ですか?」と
いった驚きの算数問
題や、国歌の「君が
代」に２番があったと
いう今では知られて
いないことまで面白
おかしく学べる一冊
です。

　だまされないと
思っている人ほど
被害に遭っています。
あなたがどんな手口
にだまされやすいか、
その対策など分かり
やすく説明していま
す。だまされる前に
ぜひ、ご覧ください。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

お
は
な
し
会

●
挾
間
図
書
館　（
午
後
２
時
30
分
〜
）

　
〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
4
月
19
日
㈬
・
5
月
17
日
㈬

●
庄
内
図
書
館　（
午
前
10
時
〜
）

　
4
月
16
日
㈰
・

　
5
月
27
日
㈯
読
書
ま
つ
り

●
湯
布
院
図
書
館　（
午
前
10
時
15
分
〜
）

　
５
月
か
ら
は
毎
月
第
２
木
曜
日

　
4
月
20
日
㈭
・
5
月
11
日
㈭

4
月
テ
ー
マ
展
示

●
挾
間
図
書
館

　
「
新
生
活
、
応
援
し
ま
す
！
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般　
「
お
弁
当
持
っ
て
」

　
児
童　
「
な
つ
か
し
絵
本
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般･

児
童　「
よ
い
ふ
ろ
の
日
」

　
企
画
展
示　「
森　
絵
都
」

挾
間
図
書
館　
4
月
企
画
展
示

「
子
ど
も
司
書
、
初
出
動
！
～
お
す

す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
～
」

　

２
月
末
、
県
か
ら
正
式
に
認
定

を
受
け
た
「
大
分
県
子
ど
も
司
書
」

が
、
全
力
で
お
届
け
す
る
“
お
す

す
め
本
”
で
す
。
栄
え
あ
る
第
一

期
生
と
な
っ
た
彼
ら
の
初
仕
事
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
４
月
23
日
㈰
ま
で

２
０
１
７　
第
59
回
「
こ
ど
も
の
読

書
週
間
」
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

標
語　
「
小
さ
な
本
の
大
き
な
せ
か

い
」　
４
月
23
日
㈰
〜
５
月
12
日
㈮

【
挾
間
図
書
館
】

●
自
分
だ
け
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を

　
つ
く
ろ
う
！
＊

　
４
月
22
㈯
・
23
日
㈰

●
み
ん
な
で
こ
い
の
ぼ
り

　

を
泳
が
せ
よ
う
！
＊　
　
　
　

●
図
書
館
ク
イ
ズ
＊　
　
　
　
　

●
司
書
の
お
す
す
め
本

　
紹
介
カ
ー
ド
配
布

●
賞
を
と
っ
た
絵
本
・
児
童
書
展
示

　
　
４
月
26
日
㈬
〜
５
月
28
日
㈰

【
庄
内
図
書
館
】

●
絵
本
ク
イ
ズ
＊

　
（
小
学
生
以
下
の
み
）

　
４
月
23
日
㈰
〜
５
月
12
日
㈮

【
湯
布
院
図
書
館
】

●
本
の
お
た
の
し
み
袋

●
大
き
な
ぬ
り
え

　
「
ど
う
ぶ
つ
の
図
書
館
」＊

●
宝
さ
が
し
ク
イ
ズ
＊

《
＊
印
が
つ
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は

児
童
が
対
象
で
す
》

ど
ん
ぐ
り
の
お
は
な
し
か
い

　

こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
ち
な
ん

で
「
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ど
ん

ぐ
り
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
は
な

し
会
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
日
時　
４
月
23
日
㈰

　
１
回
目
午
前
10
時
30
分
〜

　
２
回
目
午
後
1
時
30
分
〜

●
場
所　
挾
間
図
書
館
３
階

　
　
　
　
こ
ど
も
の
く
に

く ら し インフォメーション

相
談

行
政
書
士
無
料
相
談
会

●
日
時　
４
月
19
日
㈬

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

●
場
所　
大
分
県
行
政
書
士
会

　
（
大
分
市
城
崎
町
１

－

２

－

３
）

●
相
談
内
容　
遺
言
や
遺
産
相
続
、
契

　
約
書
・
内
容
証
明
書
作
成
、
そ
の
他

　
生
活
の
お
困
り
事
に
関
す
る
こ
と

問　
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７

－

５
３
７

－

７
０
８
９

大
分
県
交
通
事
故
相
談（
無
料
）

　
電
話
相
談
、
面
接
相
談
受
け
付
け
ま
す
。

　
被
害
者
・
加
害
者
・
人
身
事
故
・
物

損
事
故
、
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

　
（
面
接
相
談
は
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
）

●
場
所　
大
分
県
庁
別
館
５
階

問　
大
分
県
生
活
環
境
部　

　
生
活
環
境
企
画
課
交
通
事
故
相
談
所

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

２
１
６
６

募
集

大
分
い
の
ち
の
電
話
相
談
員

養
成
講
座　
受
講
生
募
集

　
い
の
ち
の
電
話
の
相
談
員
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
を
希
望
す
る
方
は
、
養
成
講

座
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
前
期
課
程　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座

●
講
習
期
間　
５
月
９
日
～
９
月
５
日

　
（
毎
週
火
曜
日　
全
17
回
）

●
時
間

　
午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

●
場
所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

●
受
講
料　
１
５
，０
０
０
円

　
（
学
生
は
１
０
，０
０
０
円
）

●
応
募
資
格　
20
歳
以
上

●
募
集
期
間　
４
月
30
日
㈰
ま
で

　
内
容
、
申
込
方
法
等
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
（
福
）
大
分
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
☎
０
９
７

－

５
３
７

－

２
４
８
８

防
災
管
理
新
規
講
習

●
日
時　
６
月
15
日
㈭

●
場
所　
大
分
県
教
育
会
館

●
受
付
期
間

　
５
月
16
日
㈫
～
５
月
23
日
㈫

●
受
講
料　
６
，５
０
０
円

●
定
員　
50
人

※
申
込
書
は
、
各
消
防
本
部（
局
）
、

当
協
会
の
窓
口
、
日
本
防
火
・
防
災
協

会
お
よ
び
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。
講
習
会
当
日
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備

　
安
全
協
会

　
☎
０
９
７

－

５
３
７

－

３
１
２
５

   
F
A
X
 ０
９
７

－

５
３
７

－

３
１
３
9

ゆ
ふ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
発
足

会
員
募
集

●
年
会
費

　
１
人　
２
，０
０
０
円

　
２
人
以
上
の
家
族
会
員
は
１
人

　
１
，０
０
０
円

●
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
予
定

　
５
月
９
日
㈫　
午
前
９
時
集
合

●
場
所　
挾
間
町
三
船
公
民
館

　
田
園
里
道
カ
ワ
セ
ミ
発
見
ウ
ォ
ー
ク

　
６
㎞

●
参
加
料　
会
員
２
０
０
円
、

　
一
般
３
０
０
円（
保
険
料
・
地
図
料
）

※
事
前
申
込
不
要
、
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ

ン
ト
１
０
０
０
点

問　
ゆ
ふ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
３
１
７

お
知
ら
せ

公
開
介
護
教
室

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
社
会
背
景
を
ふ

ま
え
、
県
民
が
自
ら
健
康
寿
命
の
延
伸
に

努
め
、
介
護
や
認
知
症
、
健
康
に
関
す
る

知
識
を
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
介
護
・
健

康
関
連
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　
６
月
25
日
㈰

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護

　
研
修
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
明
野
東
）

●
講
師　
山
口　
晴
保　
氏

　
「
脳
活
性
化
リ
ハ
ビ
リ
５
原
則

 　
～
認
知
症
と
共
に
笑
顔
で
暮
ら
す
こ

　
と
を
支
え
る
介
護
を
目
指
し
て
～
」

※
参
加
無
料

　
申
込
は
随
時
受
付
中
で
す
。

問　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７

－

５
５
２

－

６
８
８
８

裁
判
員
体
験
ツ
ア
ー

　
裁
判
所
で
は
、
５
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
を
憲
法
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
憲
法
の
精
神
や
司
法
の
役
割
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
裁
判
員
体
験
ツ
ア

ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
５
月
25
日
㈭

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
15
分

●
場
所　
大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
（
大
分
市
荷
揚
町
）

●
募
集
人
数　
28
人
（
先
着
順
）

※
過
去
に
裁
判
員
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加

さ
れ
た
方
は
申
込
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
先
・
問
大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事

務
局
総
務
課
庶
務
係

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

７
１
６
１

４月 22 日㈯～
５月 12 日㈮

４月 23 日㈰～
５月 12 日㈮
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く ら し インフォメーション

平
成
29
年
度
調
理
技
術
技
能
評
価

試
験（
前
期
）の
お
知
ら
せ

　
調
理
師
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
、

昭
和
57
年
に
国
家
試
験
と
し
て
設
け
ら

れ
た
制
度
で
す
。

●
前
期　
す
し
料
理
・
中
国
料
理
・
給

　
食
用
特
殊
料
理

●
受
験
申
請
書
受
付
期
間

　
５
月
８
日
㈪
ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

●
実
技
試
験
日

　
７
月
30
日
㈰
～
８
月
26
日
㈯
の
間
で

　
セ
ン
タ
ー
が
別
途
指
定
す
る
日

●
学
科
試
験
日　
８
月
１
日
㈫

※
受
験
資
格
、
試
験
実
施
場
所
等
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
（
公
社
）
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
３

－

３
６
６
７

－

１
８
６
７

第
11
回
市
民
公
開
講
座「
八
方
塾
」

の
開
催
に
つ
い
て

●
日
時　
５
月
17
日
㈬

　
午
後
６
時
～
午
後
７
時

●
場
所　
大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
玄
関
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ　
「
寝
た
き
り
認
知
症
に
な
ら

　
な
い
た
め
に
」

●
講
師　

大
分
大
学
医
学
部
総
合
内

　
科
・
総
合
診
療
科　
医
師　
吉
岩
氏

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。

問　
大
分
大
学
医
学
部
医
事
課
患
者

　
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
０
９
７

－

５
８
６

－

５
４
３
０

在
京
大
分
県
人
会
総
会・懇
親
会
の

開
催
に
つ
い
て

　
お
お
い
た
学
生
ネ
ッ
ト
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
大
分
県
学
生
交
流
等
協
力
支
援
協

会
）
で
は
、
上
京
し
て
間
も
な
い
大
学

生
の
新
生
活
を
応
援
す
べ
く
、
大
分
県

出
身
者
が
集
う
総
会
・
懇
親
会
で
仲
間

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
郷
土

料
理
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

●
日
時　
５
月
20
日
㈯

　
午
前
11
時
～
午
後
２
時

　
（
午
前
10
時
30
分
開
場
）

●
場
所　
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

　
高
輪
地
下
１
階
「
プ
リ
ン
ス
ル
ー
ム
」

●
会
費　
学
生
は
無
料

●
申
込
方
法　
お
お
い
た
学
生
ネ
ッ
ト

　
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
・
出
身
市
町
村
・
出
身
高
校
・

大
学
学
部
・
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

oitagakusei@
oita.zaq.jp

問　
お
お
い
た
学
生
ネ
ッ
ト
事
務
局

　
☎
０
９
０

－

８
５
７
９

－

３
７
８
４

　　4月16日㈰
　午前 9時 5分〜

防災ラジオの
起動試験の
お知らせ

問い合わせ
防災安全課（本庁舎）
☎097-582-1140

　由布市では、未婚化や晩婚化など少子化の要因を解
消するため、結婚を望む人への多様な出会いの創出が
期待されるイベントに要する経費に対して、予算の範
囲内で補助金を交付します。

●対象となる団体
　ＮＰＯ法人、社会福祉法人、学校法人、協同組合、
　民間企業、地域づくり団体その他結婚のための活動
　を支援及び推進する団体等とし、次の各号に該当す
　る団体を除きます。
　（１）政治活動を行うことを目的とする団体
　（２）宗教活動を行うことを目的とする団体
　（３）その他市長が適当でないと認める団体
●対象となる事業
　次の各号に掲げる要件を備えた婚活イベントを行
　う団体に対し、予算の範囲内で補助金を交付します。
　（１）営利を事業の目的としないこと
　（２）20歳以上の人を対象に市内で開催する婚活　
　　　　イベントであること

　（３）参加者のうち概ね半数が由布市に在住また
　　　　は由布市にある事業所に勤務している者であ
　　　　ること
●補助金額
　一つの補助対象事業につき 30万円を上限としま
　す。なお、同一補助対象団体への補助は、同一年
　度内に１回を限度とします。
●申込方法
　５月 31日㈬までに所定の事業計画書を提出して
　いただきます。
●申込先・問い合わせ
　総合政策課企画調整係（本庁舎）
　☎ 097-582-1111
　（内線 1242）

　「第28回ゆふいんこども映画祭」が３月４日に
開催され、アニメやドキュメンタリー、劇映画と
いった16作品を上映。また、ロビーでは、子ども
たちが描いた200点の絵が展示され、映画祭の雰
囲気を盛り上げてくれました。
　そこで、一緒に映画祭をつくってくれる実行委
員を募集しています。興味のある方は問い合わせ
ください。
●問い合わせ　社会教育課（本庁舎）
　　　　　　　☎097-582-1203

●日　　時　５月～８月の第４水曜日
　　　　　　午前９時～正午
●場　　所　庄内保健センター調理実習室
●申込期限　５月１日㈪
●受 講 料 　2,000円（食材費４回分）
●対　　象　市内に在住する男性
●定　　員　10人
●そ の 他 　お米を0.5合持ち込みをお願いするこ
　　　　　　とがあります。
●申込先・問い合わせ
　庄内公民館　☎097-582-0214

教室名 実施日 受講料 募集定員

竹かご教室 第 1・3火曜日
午前9時〜午後 3時 2,000 円 5人

生け花教室 第 2・4火曜日
午後7時 30分〜午後 9時 2,000 円 5人

前期陶芸入門教室 毎週木曜日 9月まで
午後 1時〜午後 5時 2,000 円 8人

民踊教室 第 1・3金曜日
午前9時 30分〜午前 11時 30分 2,000 円 5人

●参加条件
　由布市在住者もしくは勤務地が由布市内
　※募集人員が超えた場合は、抽選となります。
　※各教室により材料費・保険料・運営費等がか
　　かります。
●申込期限
　４月27日㈭まで川西地区公民館で受付（電話可）
●申込先・問い合わせ
　川西地区公民館（由布市湯布院町中川1358-1）
　☎0977-84-5022
　（月～金 午前9時～午後5時）

「梶原菜穂 油絵展 ～思うことを～」
●日時　４月27日㈭まで
　　　　午前８時30分～午後７時
　　　 （最終日は午後４時まで）
※梶原菜穂…画家。愛媛県八幡浜市出身。日々の
　空気や生活で感じることを油絵（抽象画）で表現。
●問い合わせ　☎0977-84-4678（年中無休）
　 http://www.facebook.com/yufuinarthall/

こどももおとなも楽しめる
「こども映画祭」実行委員募集！

男 性 料 理 教 室川西地区公民館主催教室生募集 由布での出会いを応援します！
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運休と変更のお知らせ
変 更 便

変更日 4/24 ㈪、4/25 ㈫、4/27 ㈭、4/28 ㈮、5/1 ㈪、5/11 ㈭
変更内容 スクールバス各コースの帰り第 1 便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日

湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：21 15：21 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：27 15：27 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

運 休 便

運休日 コース名 運休内容

4/24
㈪

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

下 詰 線 大学病院 13:30 発の便 
4/25

㈫ シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

4/27
㈭

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

酒 野 線 大学病院 13:25 発の便 
4/28

㈮ シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

5/１
㈪

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

下 詰 線 大学病院 13:30 発の便

5/11
㈭

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12:45 発の便
酒 野 線 大学病院 13:25 発の便

　中学校行事に伴い、スクールバス復路便の時間を変更して運行するため、次の便は
運休および変更となります。お間違えのないようご利用ください。

　シャトルバス（湯布院～庄内）の運行について、これまで毎週水曜日のみ下記時刻表の運行でしたが、４月１日
から毎週月～金曜日下記時刻表での運行となります。

※表の緑部分以外については、変更ありません。また、表については一部区間を省略しています。

※ただし、４月24日㈪、４月25日㈫、４月27日㈭、４月28日㈮の４
　日間については、「湯平コース」と「塚原コース」は発車時刻の変
　更はなく、通常通り夕方の運行となりますのでご注意ください。

☎０９７-５８２-１１１１
☎０９７-5８2-１１７７

〔コミュニティバス〕総合政策課（本庁舎）
〔スクールバス〕教育総務課（本庁舎）

●問い合わせ

挾間公民館 平成 29 年度の高齢者学級「寿大学」の受講生を募集

●趣　　旨　余暇時間の過ごし方に対する関心を深め、教養と学びの輪を広げるとともに、豊かな経  
　　　　　　験と知識を生かしながら、健康で文化的な生活を送るようにする。
●実施時間　年６回　原則として奇数月の第３木曜の午前 10 時～正午
　　　　　　（開催日時は変更する場合があります）
●入学資格　挾間町に在住する 65 歳以上の方
●学 級 費 　１人年間　1,000 円（修学旅行は、別途参加費が必要）
●応募方法　挾間公民館（はさま未来館）３階窓口に学級費を添えて直接申し込みいただくか、電話
　　　　　　にて申し込みください。
●応募期日　４月 25 日㈫　期日を過ぎても随時受付
※併せて運営委員を希望される方を募集しています。
　運営委員会は年３回程度行い、寿大学の授業内容・
　企画について話し合いを行います。
●申込先・問い合わせ　挾間公民館　☎ 097-583-1118

由布院温泉神楽　月一の奉
●と　き　５月 13日㈯
　　　　　午後 8時開演
●ところ　湯布院公民館
●出　演　櫟木神楽座
●入場料　500円
　　　　　（小学生以下無料）
●問い合わせ
　由布院温泉旅館組合
　☎ 0977-85-7667

第 38 回黒岳山開き
●と　き　４月 29日㈯
●ところ　庄内町男池駐車場
●内　容
　雄大な原生林に覆われた黒岳の
　新緑を堪能。当日は記念品や豚
　汁の無料配布も実施される予定
　です。
●問い合わせ
　庄内振興局地域振興課
　☎ 097-582-1113

YUFUIN RIDE 2017
●と　き　5月 28日㈰
●ところ　JR由布院駅前
●内　容
　ゆふいんを駆け抜けるサイクリ
　ング大会。70ｋｍのロングコー
　スと、35 ｋｍのショートコー
　スがあります。
●問い合わせ
　由布院温泉観光協会
　☎ 0977-85-4464

第 67 回ゆふいん温泉まつり
●と　き　４月 23日㈰
●ところ　湯布院町由布見通り周辺
●内　容
　湯布院の豊富な温泉に感謝する
　献湯祭を開催。平成 29年度の
　由布市キャンペーンレディの認
　定式も行います。
●問い合わせ
　湯布院振興局地域振興課
　☎ 0977-84-3111

湯平温泉まつり
●と　き　5月 21日㈰
●ところ　湯布院町湯平温泉
●内　容
　風情ある石畳の温泉街で、献湯
　祭や稚児行列などが行われま
　す。５月 20日には前夜祭も開
　催されます。
●問い合わせ
　湯平温泉観光案内所
　☎ 0977-86-2367

5月14日
（日）

4月29日
（土）

5月28日
（日）

4月23日
（日）

5月21日
（日）

第 38 回由布岳山開き
●と　き　５月 14日㈰
●ところ　由布岳正面登山口
●内　容
　登山者の安全祈願を行い、記念
　品や豚汁の無料配布を行いま　
　す。本格的な登山シーズンの到
　来です。
●問い合わせ
　湯布院振興局地域振興課
　☎ 0977-84-3111

庄内神楽定期公演
●と　き　５月 20日㈯
　　　　　午後６時開演
●ところ　庄内町神楽殿
●出　演　庄内子供・雲取神楽座
●入場料　300円
　　　　　（高校生以下無料）
●問い合わせ
　庄内振興局地域振興課
　☎ 097-582-1113

この春、行っておきたい　　　
由布のイベント

シャトルバス（健康温泉館⇔本庁舎）
月曜～金曜（午前便） 停留所 月曜～金曜（午後便）

由布院駅前BC⇒庄内庁舎 庄内庁舎⇒健康温泉館前 健康温泉館前⇔庄内庁舎
９：５３ 健康温泉館前 　１３：４２ 　１５：０３
９：５２ 福祉センター前 　１３：４３ 　１５：０２

８：３５ ９：５０ 由布院駅前BC 　１３：４５ 　１５：００

〜 〜 〜 　 〜 　 〜

９：１０ ９：１５ 庄内庁舎 　１４：２０ 　１４：２５

往
　
路

往
　
路

復
　
路

復
　
路

シャトルバスのダイヤ改正について
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今
回
は
由
布
市
の
『
往お

う
か
ん還
』
の
お
話

で
す
。

　
由
布
市
を
東
西
に
貫
い
て
い
る
国
道

２
１
０
号
は
大
分
と
久
留
米
を
結
ぶ

幹
線
ル
ー
ト
で
す
が
、
大
分
が
「
豊
後

国
」
と
呼
ば
れ
、
幹
線
道
の
こ
と
を

往お
う
か
ん還
（
も
し
く
は
大だ

い
す
じ
ど
う

筋
道
）
と
呼
ん
で

い
た
江
戸
時
代
、
大
分
と
日
田
を
結
ぶ

ル
ー
ト
は
今
と
大
き
く
違
っ
て
い
ま
し

た
。

　
行
程
は
、
府
内
を
出
発
し
て
賀
来
か

ら
挾
間
町
内
に
入
る
と
、
黒
野
・
赤

野
・
東と

う
ぎ
ょ
う行
・
朴
木
と
由
布
川
に
沿
っ
て
、

別
府
の
椿
・
捏ね

じ
や
ま山
と
進
み
、
城
島
高
原

の
西
端
か
ら
由
布
院
盆
地
に
入
り
、
津

江
・
岳た

け
も
と本
・
佐
土
原
・
並
柳
を
抜
け
、

玖
珠
・
森
を
経
て
日
田
に
至
る
も
の
で

し
た
。

　
こ
の
往お

う
か
ん還
は
、
府
内
と
日
田
に
あ
っ

た
二
つ
の
幕
府
代
官
所
を
結
ぶ
、
政

治
的
に
も
経
済
的
に
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
を
持
っ
た
旅
人
が
行
き
来
す
る
道
で

も
あ
り
ま
し
た
。
街
道
沿
い
に
は
幕
府

の
役
人
や
旅
人
の
た
め
の
宿
泊
所
が
設

け
ら
れ
て
い
て
、
旅
の
中
継
地
点
で

あ
っ
た
、
赤
野
や
並
柳
・
岳た

け
も
と本
な
ど
は

大
変
賑
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
明
治
時
代
に
な
る
と
、
往お

う
か
ん還
は
大
分

か
ら
東
長
宝
・
庄
内
原
・
湯
平
と
大
分

川
に
沿
っ
た
現
在
の
国
道
２
１
０
号
の

基
と
な
る「
湯
之
平
往お

う
か
ん還
」と
呼
ば
れ
て

い
た
ル
ー
ト
に
か
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
幹
線
道
と
は
い
っ
て
も
き
れ
い
に
舗

晩
霜
害
に
注
意
し
て

春
野
菜
を
植
え
ま
し
ょ
う
。

●
定
植
前
の
準
備

　
４
月
下
旬
か
ら
春
夏
野
菜
の
定
植
適
期
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
畑
の
準
備
を

　
し
ま
し
ょ
う
。

　
堆
肥
は
１
ヵ
月
前
ま
で
に
、
石
灰
の
投
入
は
定
植
２
週
間
前
ま
で
に
施
し
、
土
壌

　
と
良
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。

　
そ
の
後
、
元
肥
と
し
て
窒
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
等
を
含
ん
だ
肥
料
を
施
し
、
土
壌

　
と
良
く
混
和
し
７
日
程
度
お
い
て
定
植
し
ま
す
。

●
定
植
時
期

　
由
布
市
で
は
、
４
月
下
旬
～
５
月
中
旬
が
適
期
で
す
。
苗
を
早
め
に
購
入
し
て
も

　
す
ぐ
に
定
植
せ
ず
、
数
日
間
、
軒
下
な
ど
で
な
ら
し
ま
し
ょ
う
。
春
野
菜
の
苗
は

　
概
ね
本
葉
５
～
６
枚
程
度
の
も
の
が
最
適
苗
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
ナ
ス
、

　
ト
マ
ト
な
ど
は
花
芽
が
つ
い
て
い
る
苗
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
若
苗
を
畑
に
お
ろ
す
と
、
伸
び
伸
び
と
育
ち
花
芽
を
着
け
る
の
が
遅
く
な
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

　
花
芽
を
着
け
、一
度
成
り
癖
が
つ
く
と
そ
の
後
も
順
調
に
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
山
間
部
は
晩
霜
害
に
注
意
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
霜
よ
け
が
必
要
で
す
。

　
霜
害
に
よ
り
先
端
部
や
葉
先
が
黒
く
な
り
、
生
育
を
遅
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
場

　
合
に
よ
っ
て
は
枯
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
無
理
な
早
植
え
を
せ
ず
暖
か
く
な
っ
て

　
か
ら
植
え
る
方
が
生
育
は
順
調
で
す
。

●
今
月
の
農
作
業

　
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ　
新
芽
が
10
㎝
程
度
に
な
っ
た
ら
、
元
気
の
い
い
芽
を
２
つ
残
し

　
　
後
は
取
り
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
種
イ
モ
よ
り
下
に
子
芋
は
出
来
ず
、
す
べ

　
　
て
種
イ
モ
よ
り
上
に
で
き
ま
す
。
徐
々
に
土
寄
せ
を
行
い
で

　

き
る
だ
け
畝
を
高
く
し
、
イ
モ
を
地
表
に
露
出
さ
せ
な
い
こ
と

　
　
が
重
要
で
す
。
不
十
分
だ
と
収
量
は
減
少
し
露
出
し
た
芋
は
緑

　

色
に
変
色
し
ま
す
。
２
～
３
回
土
寄
せ
と
追
肥
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
・
サ
ト
イ
モ　
石
川
早
生
な
ど
の
早
生
種
は
４
月
中
旬
、
晩
生
は
下
旬
に
植
付
を

　
　
し
ま
す
。

　
・
ネ
ギ　
昨
年
の
10
月
以
前
に
種
ま
き
し
た
も
の
は
抽
苔
（
ト
ウ
立
ち
）
を
始
め

　
　
ま
す
。
抽
苔
を
始
め
る
と
ネ
ギ
が
固
く
な
る
の
で
堀
り
取
っ
て
株
を
ひ
も
で

　
　
縛
っ
て
風
通
し
の
良
い
日
陰
で
干
し
ま
し
ょ
う
。
２
ヵ
月
ほ
ど
し
て
こ
れ
を
植

　
　
付
け
ま
す
。

　
・
タ
マ
ネ
ギ　
苗
が
小
さ
い
か
ら
と
い
っ
て
追
肥
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
肥
料

　
　
が
残
っ
た
状
態
で
気
温
上
昇
と
降
雨
に
よ
り
病
気
が
発
生
し
ま
す
。
焦
ら
な
く

　
　
て
も
タ
マ
ネ
ギ
が
肥
大
を
始
め
る
の
は
今
か
ら
で
す
。
今
ま
で
大
き
す
ぎ
て
ト

　
　
ウ
立
ち
す
る
危
険
が
あ
る
よ
り
も
い
い
で
す
。
ト
ウ
立
ち
（
ネ
ギ
坊
主
）
し
た

　
　
ら
玉
ね
ぎ
の
中
に
芯
が
で
き
て
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
早
め
に
取

　
　
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
本
庁
舎
）　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
２
９
３

　 農業サポーター

〔
問
い
合
わ
せ
〕

 

陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

 

☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

 

社
会
教
育
課（
本
庁
舎
）

 

☎
０
９
７-

５
８
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２
０
３

歴 史 民 俗 資 料 館 報

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
本 庁 舎　　　5月12日㈮ 午前９時～午前11時
はさま未来館　5月15日㈪ 午前10時～正午
（挾間は、４月開催分から曜日・時間が変わります）
湯布院庁舎　　5月17日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
本 庁 舎　　 5月 1日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
※本庁舎会場については、２日前までの事前予約があった場合

のみ開催します。事前予約がない場合は開催しません。
※予約は本庁舎は総務課、挾間及び湯布院庁舎は各地域振興課

へお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
本 庁 舎　　　5月17日㈬ 午後１時30分～午後４時
挾間庁舎　　　5月  9日㈫ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　　5月は開催致しません。

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言・相続、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
本 庁 舎　　　5月12日㈮ 午後１時～午後３時
挾間庁舎　　　5月19日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　　5月は開催致しません。
問総務課総務係（本庁舎）
　☎ 097–582–1112（内線 1218）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　5月7日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　5月7日㈰ 12：30～
　敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットも同時開催。5月開催で出店を希望

される方は4月21日㈮までに往復ハガキで申し込みく
ださい（必着）。詳しくは、大分市ホームページをご
覧ください。

問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳しく
は市民課（☎097–582–1137）・税務課（☎097–
582–1269）まで問い合わせください。
4
月

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
湯 湯 庄 挾/庄 挾

9 10 11 12 13 14 15
湯 湯 庄 挾/庄 挾

16 17 18 19 20 21 22
湯 湯 庄 挾/庄 挾

23 24 25 26 27 28 29
湯 湯 庄 挾/庄 挾

30

5
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

湯 湯
7 8 9 10 11 12 13

湯 湯 庄 挾/庄 挾
14 15 16 17 18 19 20

湯 湯 庄 挾/庄 挾
21 22 23 24 25 26 27

湯 湯 庄 挾/庄 挾
28 29 30 31

湯 湯 庄
※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付けはお取り扱いできません。

編集後記
▶表紙の「さあ、始まる。」という言葉はこの時期多くの人に当
てはまる言葉ではないでしょうか？広報も新体制になり、気持
ち新たに今年度も頑張ります！（た）
▶新年度がスタートしました！だんだんと肌寒さもやわらぎ、活
動しやすい気候になってきましたね。心機一転、仕事も趣味も
いろいろなことに挑戦していきたいと思います！！（あ）

人　
　口 ひとの動き
総人口  34,922人（ ー95）
世帯数  15,484戸（ +7）

男  16,693人（ ー61）
女  18,229人（ ー34）

3月31日現在 （　 ）は前月比

●固定資産税・・・・１期分
●入湯税・・・・４月期分（３月分）
納期限　平成29年5月1日㈪

「こんなときには届け出が必要です」
　国民年金は、日本に住む20歳以上
60歳未満のすべての人が加入しなけ
ればなりません。届け出は加入する時
だけでなく、被保険者種別が変わった
ときにも必要です。必ず届け出を出し
ましょう。　　

問大分年金事務所
　☎097–552–1211

届け出が
必要なとき 異動の内容 持参するもの 届出先

20歳になった
とき
（厚生年金を
除く）

第１号被保険
者となります

・印かん（本
　人自署の場
　合は不要）

住所地の
市町村

退職したとき
（厚生年金の
場合）

第２号被保険
者から第１号
被保険者にな
ります

・印かん（本
　人自署の場
　合は不要）
・年金手帳

配偶者に扶養
されていたが、
配偶者が厚生
年金を辞めた
とき

第３号被保険
者から第１号
被保険者へ

・印かん（本
　人自署の場
　合は不要）
・年金手帳

装
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
曲
が
り
く

ね
っ
て
い
た
り
、
高
低
差
が
あ
っ
た
り
、

場
所
に
よ
っ
て
は
道
幅
も
狭
く
、
雨
が

降
る
と
通
行
の
出
来
な
い
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
鬼
瀬
・
櫟い

ち
ぎ木
の
間

に
も
そ
の
よ
う
な
場
所
が
あ
り
、
明
治

12
年
、
住
民
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
道
を

拡
げ
、
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
っ
て
車
馬
が

通
行
可
能
な
往お

う
か
ん還
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し

た
。
こ
の
時
の
費
用
の
ほ
と
ん
ど
は
住

民
た
ち
の
拠
出
金
で
賄
わ
れ
ま
し
た
が
、

当
時
は
県
内
各
地
で
、
住
民
の
自
費
で

往お
う
か
ん還
の
修
築
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
20
年
前
後
に
、
こ
の
往お

う
か
ん還
は

「
佐
賀
県
道
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
よ
り
便
利
に
、

よ
り
快
適
に
、
そ
し
て
安
全
に
使
え
る

よ
う
に
と
道
路
の
開
発
は
進
み
、
昭
和

45
年
、
県
道
か
ら
国
道
に
昇
格
し
た

「
国
道
２
１
０
号
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
幹
線
道
の
２
１
０
号
の
他
に
も
私
た

ち
が
何
気
な
く
通
っ
て
い
る
道
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
道
に
も
歴

史
が
あ
り
、
そ
し
て
先
人
た
ち
の
努
力

が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
ね
。

参
考
資
料『
挾
間
町
誌
』『
庄
内
町
誌
』

『
湯
布
院
町
誌
』
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こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

文
・
首
藤 

奉
文

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　

４
月
は
新
た
な
人
生
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
の
時
で
す
。
入

園
・
入
学
・
就
職
・
転
任
・
転
勤
と
み
ん
な
強
い
決
意
を
持
っ
て

の
出
発
で
す
。

　
初
め
て
の
保
育
園
児
さ
ん
も
、
卒
業
そ
し
て
新
採
用
と
な
っ
た

人
も
そ
の
日
か
ら
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会
で
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
が
始
ま
り
ま
す
。
『
人
生
は
邂か

い
こ
う逅

な
り
』
（
人
生
の

途
上
に
お
い
て
重
要
な
機
縁
と
な
る
出
会
い
、
め
ぐ
り
会
い
。
＝

三
省
堂
＝
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
邂
逅
を
大
切
に
し

て
頑
張
り
す
ば
ら
し
い
成
長
を
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
ね
。

　
新
た
な
出
会
い
と
い
え
ば
、
７
つ
の
自
治
区
か
ら
な
る
大
津
留

地
区
（
庄
内
町
）
で
す
。
こ
の
地
区
は
こ
の
10
年
間
に
６
２
３
人

か
ら
４
６
９
人
と
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
少
子
・
高
齢
化
が

進
み
、
人
と
の
つ
な
が
り
も
希
薄
化
す
る
中
、
単
独
で
自
治
区
の

運
営
や
維
持
も
困
難
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
交
通
弱

者
や
買
い
物
弱
者
も
増
加
し
て
き
て
お
り
、
住
民
意
識
調
査
で

は
、
将
来
に
不
安
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、
何
と
か
し
な
く
て
は
と
７
自
治
区
の
人

た
ち
が
協
議
を
重
ね
、
協
力
し
合
え
る
「
大
津
留
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
住
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
地

域
の
魅
力
を
高
め
、
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
こ

と
が
目
標
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
住
み
慣
れ
た
こ
の
地
域
で
住
み
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
、
多
く
の
人
が
移
住
し
た
く
な
る
よ
う
な
地
域

に
し
よ
う
と
結
束
を
固
め
ま
し
た
。
由
布
市
に
は
過
疎
化
の
進
む

地
区
も
多
く
、
こ
の
取
り
組
み
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
く
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。
市
も
協
働
し
ま
す
。

　
春
に
な
り
ま
し
た
。
わ
き
芽
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
小
松
菜
の
つ

ぼ
み
、
美
味
し
く
頂
い
て
い
ま
す
。
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
も
大
き
く
ツ

ル
を
伸
ば
し
始
め
ま
し
た
よ
。

健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”

H a p p y  B i r t h d a y

あ な た の
生 ま れ た 大 切 な 日

　 お 誕 生 日 コ ー ナ ー へ の
掲 載 を 希 望 さ れ る 保 護 者
の方は、事前に総務課（☎
097–582–1112）へ電話で
お申し込みください。対象
は３歳以下で、市報ゆふの
お誕生日コーナーに掲載さ
れたことがない方とします
（先着順）。5月生まれの申
込締切は4月20日㈭です。
6月生まれの申込締切は5月
18日㈭です。 吉

よ し の

野 いろはちゃん
平成２６年４月１０日生　挾間町向原

　
由
布
市
で
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
お
よ
び
行
政
資
産
の
有

効
活
用
と
し
て
、「
由
布
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
上
で
広
告

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
広
告
主
さ
ま
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
申
込
方
法

や
募
集
枠
等
、
詳
し
く
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載
ペ
ー
ジ　
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

広
告
の
種
類
と
規
格

　
バ
ナ
ー
（
画
像
）
広
告

　
縦
50
ピ
ク
セ
ル　
横
１
３
５
ピ
ク
セ
ル

　
容
量
４
Ｋ
Ｂ
以
内

　
形
式
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
（
ア
ニ
メ
は
不
可
）

※
画
像
に
は
広
告
主
の
名
称
（
店
名
）
を
必
ず
含
む
も
の

と
し
ま
す
。

月
額
広
告
料　
１
０
，０
０
０
円（
１
枠
／
１
ヵ
月
）

※
広
告
料
は
税
込
み
で
す
。
掲
載
月
数
を
一
括
払
い
で
お

願
い
し
ま
す
。

募
集
枠
数　
4
枠

掲
載
期
間　
期
間
に
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
ヵ
月
単

位
で
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法　
由
布
市
有
料
広
告
掲
載
枠
購
入
資
格
審
査
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
総
務
課
ま
で
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
由
布
市
有
料
広
告
掲
載
枠
購
入
資
格
審
査
申
請
書
の
様

式
は
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
ま
た
は
総
務
課（
本
庁
舎
）で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
１
2
（
内
線
１
２
１
４
）

　
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.yufu.oita.jp/ 

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
！
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